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＜学校情報＞ 

１ 課程・学科    併設型中高一貫教育校      

 

２ 学校長   遠藤 広樹   （令和３年４月１日現在 在職１年目） 

 

３ 学校教育目標 

① 学びへの飽くなき探究心をもつ人材の育成 《 知 性 》 

② 自ら考え、自ら行動する力の育成     《自主自立》 

③ 未来を切り拓く力の育成         《 創 造 》 

 

 

４ 教育方針 

① 国際社会で活躍するリーダーの育成を目指す学校 

 ② ６年間の一貫教育で健全な心身をはぐくむ学校 

 ③ 質の高い学習により、高い学力を習得できる学校 

 ④ 生徒が互いに切磋琢磨し、常に活気に溢れている学校 

 

 

５ 教職員数（令和３年 12 月１日現在） 

   学校長  １  校長代理  １   副校長  １   

教    諭  ２２ （男 １３ 、女 ９ ） 養護教諭  １  

事務職員  １     技能職員  ２  

   Ａ Ｅ Ｔ  １     非常勤講師  ４    

 

 

６ 生徒在籍数（令和３年 12 月１日現在） 

年次（学年） 学級数 男 子 女 子 合 計 

１ ４ ８０ ８０ １６０ 

２ ４ ７０ ８９ １５９ 

３ ４ ７６ ８４ １６０ 

合 計 １２ ２３６ ２５３ ４７９ 

 

 

 



７ 回収率 

 依頼数 回答数 回収率 

教職員 ２２ ２２   １００％ 

生 

徒 

１年 １６０ １５６  ９７．５％ 

２年 １５９ １５４ ９６．９％ 

３年 １６０ １５５  ９６．９％ 

合 計 ４７９ ４６５ ９７．１％ 

保護者 ４７９ ４４４  ９２．７％ 

 

８ 自己評価実施日 

地域 令和３年１１月 

教職員 令和３年１１月 ８日～令和３年１１月１５日 

生徒 令和３年１１月１５日～令和３年１１月１９日  

保護者 令和３年１１月１６日～令和３年１１月２４日  

 

９ 集計・分析期間 

令和３年１１月２４日～令和４年２月２８日 

 

10 自己評価書の公表方法・時期 

 ・ 南高等学校附属中学校ホームページ 令和４年６月～ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜自己評価＞ 
１ 第３期横浜市教育振興基本計画の推進状況 

「中高一貫教育校として中高の連携・共同による魅力ある学校づくり」  

○中高一貫教育課程の編成と実施 
○教職員の研修の充実と指導力の向上 
○中高教職員の創意工夫と協力による活気溢れる学校組織の確立と運営 

□魅力ある学校教育の推進状況 

（関連アンケート番号：教職員【教育活動】１，２，３ 生徒１,10,11 保護者１，２） 

取 組 

①  本 校 独 自 の 教 育 課 程 に つ い て は 、 入 学 前 の 学 校 説 明 会 や 学 年 だ よ り 、 ホ

ー ム ペ ー ジ 等 で 広 く 周 知 徹 底 を 図 っ た 。ま た 、各 教 科 だ け で な く『 EGG(総

合 的 な 学 習 の 時 間 )』 を 通 し て も 、「 豊 か な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 」「 論

理 的 な 思 考 力 」「 幅 広 い 教 養 と 社 会 性 」「 多 様 性 を 尊 重 す る 態 度 」等 を 高 め

る 活 動 を 時 期 内 容 等 、 工 夫 し て 行 っ た 。 卒 業 生 の 講 演 会 を 計 画 ・ 実 施 し 、

そ の 活 躍 と 体 験 談 か ら 、未 来 の 自 分 の 姿 を イ メ ー ジ し 、本 校 で 学 ぶ 意 義 を

再 確 認 す る 機 会 と す る こ と が で き た 。  

②  学 校 の グ ラ ン ド デ ザ イ ン （ 経 営 全 体 構 想 ） を も と に 、 新 し い 学 習 指 導 要

領 の 理 念 に 即 し て 、カ リ キ ュ ラ ム・マ ネ ジ メ ン ト に 取 り 組 ん だ 。中 高 の ６

年 間 を 見 通 し て 、指 導 と 評 価 の 一 体 化 を 目 指 し 、中 高 職 員 が お 互 い に 授 業

参 観 及 び 研 究 協 議 を 行 う 研 修 を 実 施 し た 。  

③  中 高 管 理 職 で 方 針 を 揃 え 、 中 高 一 本 化 を 推 進 し た 。  

成 果 

①  教 職 員 評 価 項 目 １ 「 魅 力 あ る 学 校 づ く り に 向 け て 学 校 全 体 と し て 取 り 組

ん で い る 」に つ い て は 100%、保 護 者 評 価 項 目 １ 、２「 中 高 一 貫 校 と し て

特 色 あ る 教 育 活 動 の 取 組 」「 教 育 課 程 は 充 実 し て い る 」 に つ い て は 、 と も

に 全 学 年 8５ %以 上 が そ う 思 う と 答 え て い る 。ま た 、保 護 者 ア ン ケ ー ト 項

目 ９「 学 校 生 活 の 様 子 を 家 庭 へ 十 分 か つ 適 切 に 伝 え て い る 」に つ い て 87％

以 上 の 評 価 を 受 け て お り 、本 校 の 特 色 あ る 教 育 活 動 に つ い て は 、引 き 続 き

高 い 評 価 を 受 け て い る 。  

②  中 高 授 業 研 究 会 で は「 新 学 習 指 導 要 領 に 対 応 し た 学 習 評 価 の 研 究 と 実 践 」

に つ い て 研 修 し 、中 高 そ れ ぞ れ の 職 員 の 授 業 力 向 上 に 役 立 て る こ と が で き

た 。中 高 合 同 教 科 会 に て 、各 教 科 の 指 導 及 び 評 価 計 画 を 検 討・作 成 す る こ

と が で き た 。  

③ セ ク シ ョ ン 会 や 南 高 祭 、 部 活 動 な ど で 中 高 協 力 し た 取 組 が 進 ん だ 。  

課 題 

① 本 校 の 特 色 の 一 つ 『 EGG (総 合 的 な 学 習 の 時 間 )』 に つ い て は 、 ３ 年 間 を 見

通 し た 指 導 計 画 に 則 り 、概 ね ね ら い を 達 成 し 、生 徒 に と っ て 充 実 し た 活 動 に

な っ て い る 。 し か し 本 年 度 は 中 止 や 変 更 に な っ た 行 事 や 講 演 会 、体 験 実 習 が

多 く 、 特 に カ ナ ダ 研 修 旅 行 は ２ 年 間 に わ た り 中 止 と な る な ど 、 次 年 度 へ 向 け

て 計 画 を 練 り 直 す 必 要 が あ る 。  

② 保 護 者 ア ン ケ ー ト 項 目 4 等 よ り 、 ９ 月 の 南 高 祭 を 「 中 止 」 と 発 表 し た こ と

が 、 生 徒 ・ 保 護 者 に 大 き な 喪 失 感 を 与 え た と 考 え ら れ る 。  

③ 各 教 科 で よ り 連 携 を 深 め 、 中 高 ６ 年 間 の 指 導 及 び 評 価 計 画 を も と に 新 学 習

指 導 要 領 を 実 施 し 、継 続 し て カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト に 取 り 組 ん で い く

こ と が 必 要 で あ る 。  

改善策 

① 『 EGG (総 合 的 な 学 習 の 時 間 )』 に つ い て は 、 今 年 度 も 一 人 一 台 端 末 を 活 用

し 、こ れ か ら の 時 代 に 求 め ら れ る 資 質 ・ 能 力 を 高 め る 内 容 へ の 変 革 を 図 る こ

と に 取 り 組 ん だ が 、よ り 興 味 深 い 講 座 や テ ー マ の 見 直 し を 引 き 続 き 行 っ て い

く 。  

② 社 会 情 勢 を 注 視 し な が ら 、 生 徒 ・ 保 護 者 ・ 教 職 員 が 協 力 し て 創 意 工 夫 し 、

学 校 行 事 や 生 徒 会 活 動 の 充 実 を 目 指 し て い く 。  

③ 中 高 一 貫 教 育 校 と し て の 教 育 課 程 に つ い て 、 年 度 当 初 だ け で な く 定 期 的 に

研 修 を 行 い 、 カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト に 取 り 組 む 。  

④ 学 校 経 営 ア ド バ イ ザ ー に よ る 研 修 等 を 生 か し 、 中 高 6 年 間 の 一 貫 し た 教 育

の た め の 授 業 力 向 上 を 図 る 研 修 を 計 画 す る 。  



２ 教育活動の状況 

■教科指導の状況 

（関連アンケート番号：教職員【教育活動】4,5,6 生徒９ 授業評価 保護者２） 

取 組 

 

 

 

  

 

①  8 月 の 休 校 に よ る 授 業 時 数 の 不 足 に 対 応 す る た め 、 各 教 科 等 に お い て 指 導 事 項

を 精 選 す る な ど 、 年 間 指 導 計 画 の 見 直 し を 行 っ た 。 ま た 、 感 染 防 止 対 策 と 、 生

徒 の 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び の 実 現 の 両 立 を 図 る た め 、 新 た な 授 業 形 態 を 模

索 す る な ど 、 授 業 改 善 に 取 り 組 ん だ 。  

②  １ ０ 月 に 実 施 し た 中 高 合 同 の 授 業 研 究 会 で は 、中 高 の 各 教 科 会 に お い て 生 徒 の

実 態 や 目 指 す 生 徒 の 姿 な ど に つ い て 話 し 合 い 、 ６ 年 間 で 身 に 付 け さ せ た い 資

質 ・ 能 力 の 共 有 を 図 り な が ら 、 研 究 授 業 と 研 究 協 議 を 行 っ た 。  

③  「 EGG（ 総 合 的 な 学 習 の 時 間 ）」に つ い て は 、校 外 で の 活 動 を と も な う プ ロ グ

ラ ム な ど 、 例 年 通 り の 実 施 が 困 難 な も の も 多 か っ た が 、 １ 年 生 の 「 プ ロ ジ ェ ク

ト あ し が ら ア ド ベ ン チ ャ ー 」 や 「 構 成 的 グ ル ー プ エ ン カ ウ ン タ ー 研 修 」 な ど の

い く つ か の プ ロ グ ラ ム は 、 計 画 を 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き た 。 ま た 、 令 和

２ 年 度 の 課 題・改 善 策 と し て 挙 げ ら れ て い た カ リ キ ュ ラ ム の 見 直 し に つ い て は 、

学 習 指 導 部 を 中 心 に 検 討 を 重 ね 、お も に ２ 年 生 の「 EGG ゼ ミ 」の カ リ キ ュ ラ ム

を 一 部 変 更 し て 実 施 し た 。  

成 果 

 

 

 

 

 

①  年 間 指 導 計 画 の 見 直 し に よ り 、授 業 進 度 の 状 況 を 例 年 並 み の 水 準 に 回 復 す る こ

と が で き た 。 ま た 、 言 語 活 動 や 観 察 ・ 実 験 等 を 行 う 際 の 授 業 形 態 を 工 夫 す る こ

と に よ り 、 各 教 科 等 に お い て 、 生 徒 の 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び を 促 す こ と が

で き た 。  

②  中 高 合 同 の 授 業 研 究 会 に お い て 、６ 年 間 で 身 に 付 け さ せ た い 資 質・能 力 の 育 成

に つ い て 話 し 合 い 、 実 践 す る 機 会 を も っ た こ と に よ り 、 ６ 年 間 を 見 通 し た 指 導

の 方 向 性 が よ り 明 確 に な り 教 科 の チ ー ム 力 の 向 上 に つ な が っ た 。  

③  １ 年 生 の「 プ ロ ジ ェ ク ト あ し が ら ア ド ベ ン チ ャ ー 」や「 構 成 的 グ ル ー プ エ ン カ

ウ ン タ ー 研 修 」 な ど の プ ロ グ ラ ム が 実 施 で き た こ と は 、 人 間 関 係 の 構 築 や コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 の 向 上 の た め に 大 変 有 意 義 で あ っ た 。ま た 、「 EGG ゼ ミ 」の

カ リ キ ュ ラ ム の 一 部 変 更 に つ い て は 、 ね ら い や 目 指 す 生 徒 の 姿 な ど を 踏 ま え 、

学 習 指 導 部 と 当 該 学 年 が 連 携 し て 学 習 内 容 を 立 案 し 、 実 施 す る こ と が で き た 。  

課 題 

   

①  令 和 ３ 年 度 、新 学 習 指 導 要 領 の 全 面 実 施 に あ た っ て 、特 に 学 習 評 価 の 在 り 方 に

つ い て 教 員 一 人 ひ と り が 理 解 を 深 め 、 各 教 科 等 や 学 校 全 体 で 共 通 理 解 を 図 り な

が ら 、 指 導 と 評 価 の 一 体 化 を 進 め て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

 改善策 

 

 

 

 

     

①  学 習 評 価 に 関 す る 資 料（『「 指 導 と 評 価 の 一 体 化 」の た め の 学 習 評 価 に 関 す る

参 考 資 料 』 な ど ） を 活 用 し 、 新 学 習 指 導 要 領 に お け る 学 習 評 価 の 在 り 方 に つ い

て 、 教 科 主 任 会 や 各 教 科 会 等 で 改 め て 共 通 理 解 を 図 る 。 併 せ て 、 日 々 の 授 業 や

教 育 課 程 説 明 会 等 に お い て 、 年 間 指 導 計 画 や 単 元 ご と の 指 導 計 画 を 生 徒 ・ 保 護

者 に 示 し 、 学 習 評 価 の 目 的 や 方 法 等 に つ い て の 理 解 が 十 分 に 得 ら れ る よ う に す

る 。  

 

 

 

 



■総合的な探究（学習）の時間の状況 

（関連アンケート番号：生徒９） 

取 組 

 

 

 

  

 

①  今 年 度 よ り ク ロ ム ブ ッ ク が 生 徒 一 人 に 一 台 ず つ 支 給 さ れ た 。 ど の 学 年 も 手 探 り

で は あ る が 、 課 題 探 求 学 習 の 各 段 階 に 利 用 し て い る 。  

②  2 年 生 の EGG ゼ ミ を 全 3 期 に 整 理 し て 、課 題 探 求 学 習 の 各 段 階 に ポ イ ン ト を 置

い て 活 動 し て い る 。  

③  2 年 生 の 英 語 集 中 研 修 を 校 内 実 施 か ら 、 東 京 グ ロ ー バ ル ゲ イ ト ウ ェ イ （ TGG）

利 用 実 施 に 変 更 し た 。  

④  2 年 生 の 従 来 の 選 択 EGG 講 座 の 代 わ り に 、 校 内 で の 必 修 講 座 を 設 定 し た 。  

⑤  1 年 生 の 最 初 の Ｅ Ｇ Ｇ 体 験 で あ る Ｐ Ａ Ａ を 、 4 月 に 校 内 で 実 施 し た 。  

⑥  Ｅ Ｇ Ｇ 係 が 中 高 国 際 企 画 部 と な り 、 活 動 す る よ う に な っ た 。   

 

成 果 

 

 

 

 

 

①  1 年 生 は 後 期 実 践 的 学 習 の 中 で 、従 来 ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 形 式 で 表 現 し て い た も

の を 、ク ロ ム ブ ッ ク の ス ラ イ ド 利 用 に 変 更 す る こ と が で き た 。2 年 生 は 第 Ⅰ 期 で 、

従 来 の パ ワ ー ポ イ ン ト 作 り を ス ラ イ ド 作 り に 変 更 す る こ と が で き た 。3 年 生 は 卒

業 研 究 の 各 資 料 作 成 か ら 、 論 文 作 成 ま で を ク ロ ム ブ ッ ク で 行 う こ と が で き た 。  

②  こ れ ま で 2 年 生 の EGG が 、 1、 3 年 生 に 比 べ て 煩 雑 だ っ た り 、 外 部 の 方 の お 話

を 聞 く 機 会 が 少 な か っ た り と 課 題 が あ っ た が 、昨 年 度 の 検 討 に 沿 っ て 整 理 し 、新

し い カ リ キ ュ ラ ム を 実 施 す る こ と が で き た 。（ コ ロ ナ 感 染 対 策 の 影 響 で 、も と も

と 計 画 し て い た 日 程 や 方 法 に 変 更 が 生 じ て い る 。 ）  

③  昨 年 度 に 引 き 続 き 、 コ ロ ナ 感 染 対 策 の 影 響 で Ｐ Ａ Ａ を 足 柄 で 行 う こ と は で き な

か っ た が 、 昨 年 度 の 経 験 を 生 か し て 、 行 事 本 来 の 4 月 に 実 施 す る こ と が で き た 。

様 々 な 小 学 校 か ら 入 学 し て く る 1 年 生 に と っ て 最 も 適 切 な 時 期 に 行 え た こ と は

大 き な 意 義 が あ る 。  

④  毎 月 の 中 高 国 際 企 画 部 の 定 例 会 に よ り 、 高 校 Ｔ Ｒ Ｙ ＆ Ａ Ｃ Ｔ の 取 り 組 み に つ い

て 情 報 を 得 ら れ る よ う に な っ た 。  

 

課 題 

   

①  各 学 年 で ク ロ ム ブ ッ ク 利 用 時 の ル ー ル に ば ら つ き が 生 じ て い る 。  

②  ク ロ ム ブ ッ ク で 論 文 等 を 作 成 す る に あ た っ て 、 引 用 資 料 の 吟 味 や 、 引 用 の 「 コ

ピ ペ 問 題 」 に つ い て の 指 導 が こ れ ま で 以 上 に 必 要 で あ る 。  

③  資 料 収 集 の 方 法 が 、 ネ ッ ト 検 索 に 偏 り す ぎ な い よ う 指 導 す る 必 要 が あ る 。  

 

 改善策 

 

 

     

①  今 年 度 の 各 学 年 で の 使 い 方 を 整 理 し て 共 有 し 、Ｅ Ｇ Ｇ 係 か ら 各 学 年 に 引 き 継 ぐ 。 

②  引 用 資 料 の 吟 味 や 、 引 用 の 「 コ ピ ペ 問 題 」 に つ い て の 指 導 は 、 毎 年 必 ず 繰 り 返

し 行 う 。 専 門 の 方 か ら お 話 を 聞 く Ｅ Ｇ Ｇ 講 座 を 設 け た い 。  

③  Ｅ Ｇ Ｇ 講 座 「 情 報 の タ ネ の 見 つ け 方 」 が 有 効 と 考 え ら れ る の で 、 こ の 講 座 を 継

続 し た い 。  

 

 

 

 

 



□生徒会活動・学級指導の状況 

（関連アンケート番号：教職員【教育活動】７、８ 生徒２ 保護者４） 

取 組 

 

 

①  「 附 属 中 学 校 の 生 徒 会 活 動 の 方 針 」 に 則 っ て 、 全 職 員 で 学 校 行 事 や 委 員 会 活 動 、

学 級 活 動 の 指 導 に あ た っ た 。  

②  生 徒 会 本 部 お よ び 生 徒 会 企 画 委 員 会 か ら「 中 学 生 の 主 体 的 な 活 動 」を 目 指 す 発 信

を し 、 種 々 の 取 組 を 実 施 し た 。  

③  中 高 連 携 の 生 徒 会 活 動 の ス リ ム 化 と 充 実 を 図 る た め 、中 高 の 生 徒 会 本 部 役 員 に よ

る 定 例 会 を 実 施 し た 。  

成 果 

 

    

  

①  各 委 員 会 お よ び 生 徒 会 本 部 の 活 動 に お い て 、生 徒 主 体 で 年 間 活 動 計 画 や 予 算 を 立

て て 活 動 し 、日 々 の 活 動 や 行 事 の 企 画・運 営 を 行 う こ と で 、「 中 学 生 と し て の 活

動 」 が 充 実 し て い る 。  

②  生 徒 会 企 画 で ３ 学 年 間 の 生 徒 の 交 流 会 を 行 う こ と が で き た 。各 学 級 と 生 徒 会 企 画

委 員 会 で の 検 討 を 重 ね る こ と で 、生 徒 自 身 が 自 分 た ち の 手 で 話 し 合 い な が ら 物 事

を 決 定 し 、 運 営 し て い く こ と を 学 ぶ こ と が で き た 。  

③  中 高 の 生 徒 会 本 部 役 員 に よ る 定 例 会 に よ っ て 、 中 高 の 役 員 同 士 の 関 係 が 深 ま り 、

委 員 会 の 活 動 状 況 の 共 有 や 合 同 生 徒 会 企 画 の 考 案 を す る こ と が で き た 。  

課 題 

 

 

 

①  生 徒 集 団 の リ ー ダ ー シ ッ プ や フ ォ ロ ワ ー シ ッ プ の 育 成 は 、学 級 や 学 年 、全 校 な ど

多 角 的 な 視 点 か ら 行 わ れ て い く こ と を 全 職 員 が 共 通 認 識 と し て 持 ち 続 け て い く

こ と が 必 要 で あ る 。  

②  生 徒 評 価 項 目 ２ 「 生 徒 会 活 動 や 委 員 会 活 動 を 主 体 的 に 行 っ て い る 」 の 数 値 か ら 、

評 価 項 目 の 意 図 を 生 徒 が き ち ん と 理 解 で き て い な い こ と が 課 題 で あ る と 考 え ら

れ る 。「 生 徒 会 活 動 」に は 学 校 行 事 や 学 級 係 活 動 な ど も 含 ま れ る こ と を 生 徒 一 人

ひ と り が 理 解 で き る よ う 、 多 方 面 か ら 働 き か け て い く 必 要 が あ る 。  

③  中 高 合 同 で 活 動 す る 学 校 行 事 や 生 徒 会 活 動 の ス リ ム 化 と 充 実 が 課 題 で あ る 。  

 改善策 

 

 

 

①  学 級 係 活 動 は「 一 人 一 役 」を 前 提 に 、単 な る ル ー テ ィ ン 化 や 形 骸 化 し な い よ う に 、

年 度 途 中 で 学 級 や 学 年 で 係 活 動 の 振 り 返 り を 設 定 し 、生 徒 自 身 に よ る 活 動 の 充 実

や 創 意 工 夫 を う な が す な ど 一 層 の 活 発 化 を 目 指 し て い く 。  

②  学 校 行 事 、学 級 係 活 動 、委 員 会 活 動 な ど 具 体 的 な 場 面 や 振 り 返 り の 中 で 、生 徒 の

活 動 を 具 体 的 に ほ め な が ら 、 「 主 体 的 な 生 徒 会 活 動 」 に 気 づ か せ て い く 。  

③  中 高 合 同 で 活 動 す る 学 校 行 事 や 生 徒 会 活 動 の ス リ ム 化 と 充 実 に 向 け て 、新 高 １ と

新 中 3 が 連 絡 を 取 り つ つ 委 員 会 活 動 を 引 き 継 げ る よ う 、次 年 度 以 降 も 中 高 合 同 生

徒 会 企 画 委 員 会 を 設 定 す る 。ま た 、高 ２ が 中 高 の 学 校 全 体 に 関 わ る 運 営 を 行 う 一

方 で 、高 １ と 中 ３ が そ れ ぞ れ の 学 校 の 窓 口 と な る こ と を 自 覚 さ せ 、連 携 の と れ た

円 滑 な 中 高 合 同 の 活 動 と な る よ う 継 続 し て 支 援 し て い く 。  

 

 

 

 

 

 

 



□生徒指導の状況 

  （関連アンケート番号：教職員【教育活動】９ 生徒３、４ 保護者３、５） 

取 組 

 

 

 

 

 

 

①  生 活 委 員 会 に お い て 、 委 員 長 を 中 心 に 生 徒 が 主 体 と な っ て 議 事 進 行 、 企 画 運 営 を

行 っ た 。今 年 度 は 感 染 予 防 の た め 、学 校 生 活 ・防 犯・安 全 等 に つ い て 掲 示 物 や 各 教

室 で 生 活 委 員 か ら 生 徒 全 体 に 呼 び か け を 行 っ た 。  

②  生 活 部 と 養 護 教 諭 や SC を 交 え た 生 徒 指 導 情 報 交 換 会 を 毎 週 行 い 、管 理 職 を 交 え た

い じ め 防 止 対 策 委 員 会 を 月 １ 回 以 上 行 い 、情 報 交 換 と 指 導 方 針 の 確 認 を し た 。令 和

３ 年 度 は 、 SSW と も 連 携 し て 、 生 徒 の サ ポ ー ト を 考 え て い く こ と が で き た 。  

③  校 務 分 掌 が か わ り 、 他 の セ ク シ ョ ン 同 様 、 生 活 部 の セ ク シ ョ ン 会 が 中 高 合 同 で 開

催 さ れ る よ う に な っ た 。  

成 果 

 

 

 

 

 

 

①  港 南 区 の 防 犯 サ ミ ッ ト に 向 け て 、 感 染 予 防 の た め 集 会 は な か っ た が 、 「 物 の 貸 し

借 り 」に つ い て 調 査・ 研 究 し 、報 告 書 を 提 出 し た 。ま た 、防 犯 サ ミ ッ ト と い じ め 防

止 に つ い て の 発 表 を 生 活 委 員 会 の 担 当 で 検 討 し 、各 ク ラ ス で 発 表 す る こ と で 、自 分

事 と し て と ら え る こ と が で き た 。  

②  職 員 反 省 ア ン ケ ー ト で 生 徒 指 導 の 取 組 が き ち ん と な さ れ て い る と い う 項 目 が 「 十

分 に 」と「 お お む ね 」で 95%だ っ た 。生 徒 理 解 と 情 報 交 換 に 基 づ い て 、生 徒 指 導 が

で き た 。  

③  中 学 校 の 教 員 と 高 校 の 教 員 が 毎 月 細 か い 生 徒 指 導 情 報 の 交 換 が で き る よ う に な

り 、 生 徒 理 解 が 進 ん だ 。  

課 題  
①  令 和 ３ 年 度 も 、 地 域 の 方 か ら 登 下 校 時 の マ ナ ー に 関 し て 、 ご 意 見 を い た だ く こ と

が あ っ た 。上 大 岡 方 面 の 狭 い 歩 道 で の す れ 違 い や バ ス 車 内 の 混 雑 な ど で 迷 惑 を か け

て し ま っ て い る 。 日 頃 か ら の 生 徒 へ の 呼 び か け を 今 後 も 続 け て い く 必 要 が あ る 。  

②  生 徒 反 省 ア ン ケ ー ト の 、 「 先 生 は 生 徒 の 不 安 や 悩 み 事 な ど に つ い て 親 身 に な っ て

相 談 に の っ て い る 」と い う 項 目 で １ 年 生 が 87.2%、２ 年 生 が 89.6%、３ 年 生 が 94.2%

と い う 結 果 で 、 昨 年 度 に 比 べ て 下 級 生 の 評 価 が 低 い 結 果 と な っ た 。  

③   教 職 員 反 省 ア ン ケ ー ト の 、 「 生 徒 の 生 活 習 慣 の 確 立 や 規 範 意 識 の 形 成 に 向 け て 、

適 切 な 指 導 を 行 っ て い る 。 」 と い う 項 目 が 95.5％ か ら 91.7％ に 下 が っ て い る 。  

 

 改善策 

 

①  新 入 生 が 入 学 し て か ら 早 い 段 階 で 登 下 校 の ル ー ル や マ ナ ー に つ い て 、 学 級 活 動 の

時 間 や 学 年 集 会 な ど で 説 明 を す る 。  

②  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に 対 し て の 不 安 や ス ト レ ス が あ る と 考 え ら れ る の で 、 定 期 的

な 教 育 相 談 を 行 う こ と に 加 え て 、日 頃 か ら 生 徒 に 寄 り 添 っ た 指 導 を 職 員 一 丸 と な っ

て 行 っ て い く 。  

③  各 学 年 の 生 活 部 を 中 心 に 、 セ ク シ ョ ン 会 や 情 報 交 換 会 な ど で 生 徒 指 導 の 方 針 の 確

認 を し て い き な が ら 、学 校 全 体 で 生 徒 指 導 に 取 り 組 む 態 勢 を 整 え て い く 。月 に 1 回

あ る い じ め 防 止 対 策 委 員 会 、 特 別 支 援 教 育 委 員 会 で 学 年 主 任 と も 情 報 共 有 を 図 り 、

３ 学 年 の 生 活 部 が 連 携 し て 、 生 徒 指 導 に あ た っ て い く 。  

 

 

 

 



□保健指導・環境美化の状況 

（関連アンケート番号：教職員【教育活動】１０、１１生徒５、６ 保護者６、７） 

取 組  

 

 

 

①  昨 年 度 に 引 き 続 き 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 予 防・ 感 染 拡 大 防 止 の た め 、横

浜 市 の ガ イ ド ラ イ ン に 従 っ て 学 校 内 の 消 毒 の 徹 底 に 力 を 入 れ た 。 ま た 毎 日 の 検

温 と 健 康 観 察 、 手 洗 い 、 消 毒 、 マ ス ク の 着 用 等 、 感 染 防 止 の 意 識 向 上 に 力 を 入

れ た 。 さ ら に 、 同 窓 会 の 協 力 の も と 、 各 ク ラ ス 等 に ア ル コ ー ル 消 毒 液 の 設 置 を

行 っ た 。  

②  今 年 度 の 学 校 保 健 委 員 会 の テ ー マ を 「 学 校 生 活 と 菌 」 に 設 定 し 発 表 を 行 っ た 。

生 徒 た ち 自 ら 課 題 を 見 つ け 、1～ 3 年 生 合 同 の グ ル ー プ に 分 か れ て 調 べ 学 習 や 実

験 等 に 取 り 組 ん だ 。 感 染 拡 大 が 懸 念 さ れ る 時 期 の 開 催 と な り 、 直 前 で 、 集 合 で

は な く ビ デ オ に よ る 発 表 に 切 り 替 え 、 各 学 年 の 学 活 等 で 見 て も ら い 、 全 校 生 徒

に 参 加 し て も ら う こ と が で き た 。 ま た 、 学 校 保 健 計 画 に あ る 保 健 教 育 も 一 部 、

講 師 を 招 き 、 実 施 す る こ と が で き た 。  

③  昨 年 度 に 感 染 症 対 策 と し て 、 ゴ ミ の 持 ち 帰 り を 継 続 し て 行 い 、 高 校 と 連 携 し 、

持 ち 帰 り の 呼 び か け を 続 け た 。 ま た 、 各 階 に 設 置 し て い る 掃 除 の ゴ ミ 専 用 の ゴ

ミ 箱 の 分 別 の た め 、プ ラ ス チ ッ ク ゴ ミ 用 の 袋 を 用 意 し 、保 健 美 化 委 員 と 高 校  環

境 美 化 委 員 と 協 力 し 、 分 別 に 努 め た 。  

成 果  

 

 

 

 

 

①  横 浜 市 の ガ イ ド ラ イ ン に 従 っ て 、全 職 員 で 学 校 内 の 消 毒 を 適 切 に 行 う こ と が で

き た 。 ま た 毎 日 の 検 温 と 健 康 観 察 、 手 洗 い 、 消 毒 、 マ ス ク の 着 用 等 、 生 徒 の 感

染 防 止 に 対 す る 意 識 は 高 く 、 概 ね 実 施 で き て い る 。  

②  保 健 美 化 委 員 会 の 生 徒 の 、学 校 保 健 委 員 会 に 向 け た 取 り 組 み は 、グ ル ー プ ご と

に 協 力 し 素 晴 ら し い 発 表 を 行 っ た 。 ま た 生 徒 た ち の 達 成 感 も 大 き く 、 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス を は じ め 、 日 常 生 活 の 場 に い る 菌 や 手 洗 い の 重 要 性 に 対 し て 改 め て

意 識 す る 機 会 と な っ た 。保 健 教 育 で は 、1 年 生 に「 食 」の 指 導 を 行 い 、朝 食・昼

食 だ け で は な く 、 飲 料 に つ い て も 触 れ 、 校 内 で の 自 動 販 売 機 の 利 用 等 に つ い て

考 え る 機 会 と な っ た 。  

③  自 分 で 出 し た ゴ ミ は 持 ち 帰 る と い う 習 慣 が 身 に つ い た こ と で 、校 内 の ゴ ミ の 量

が 大 幅 に 減 少 し た 。  

課 題  

 

 

①  感 染 対 策 に 慣 れ が 出 て く る こ と も あ り 、生 徒 の 意 識 が 薄 れ 、友 達 と 近 距 離 で 触

れ 合 っ た り 、 食 事 の 時 間 等 に マ ス ク を 外 し た 状 態 で 談 笑 し た り と い う 場 面 が 見

ら れ る こ と も あ る 。 今 一 度 、 感 染 対 策 の 重 要 性 に つ い て 説 明 、 指 導 し て い き た

い 。  

②  学 校 保 健 委 員 会 は 日 程 の 変 更 や 発 表 方 法 の 変 更 が あ り 、委 員 会 以 外 の 生 徒 に 参

加 し て も ら う こ と が 難 し く な っ た 。 ま た 、 保 健 教 育 も 講 師 を 招 い て 行 う こ と が

で き な か っ た も の に 関 し て の 実 施 方 法 に つ い て 検 討 の 必 要 が あ る 。  

③  各 階 に 設 置 し た ゴ ミ 箱 内 の 、ゴ ミ の 分 別 が で き て い な い こ と が 何 度 か あ っ た た

め 、 校 内 の ゴ ミ に つ い て 検 討 し て い く 必 要 が あ る 。  

改善策  

 

 

①  社 会 の 動 向 に 合 わ せ て 、改 め て 感 染 防 止 を 意 識 さ せ る た め に も 、教 職 員 や 委 員

会 生 徒 等 に よ る こ ま め に 声 が け を 継 続 し て も ら い 、 保 健 室 か ら も 定 期 的 に ほ け

ん だ よ り や 掲 示 物 等 を 用 い て 啓 発 し て い く 。 ま た 、 家 庭 と の 連 携 が は か れ る よ

う 、 お 便 り 等 で 学 校 で の 取 り 組 み の 様 子 や 啓 発 内 容 等 を 発 信 す る 。  

②  学 校 保 健 委 員 会 は 急 な 変 更 が あ っ て も 開 催 で き る 形 式 で の 検 討 を す る 必 要 が

あ る 。ま た 、講 師 や 学 校 医 、保 護 者 な ど と は ICT(GoogleMeet 等 )を 使 用 し 、来

校 せ ず と も 参 加 し て も ら え る 体 制 づ く り 等 を 考 え て い き た い 。 講 師 を 招 け な い

場 合 で も 、 必 要 な 保 健 教 育 が 適 切 に 行 え る よ う 、 指 導 の 形 態 、 内 容 等 を 検 討 す

る 。  

③  中 高 で 連 携 し 、ゴ ミ 箱 の 設 置 や 表 示 の 工 夫 、生 徒 の 委 員 会 活 動 を 通 し て 呼 び か

け を 行 う な ど 対 応 を 工 夫 す る 。  



３ 学校経営の状況 

■学校教育目標、経営方針の推進状況 

（関連アンケート番号：教職員【学校経営】12、13 保護者１、２，４） 

取 組 

 

 

 

 

 

①  生 徒（ 児 童 ）・保 護 者 に 対 し て 、本 校 開 設 の 経 緯 や 学 校 教 育 目 標 、学 校 経 営

の 方 針 に つ い て 、 学 校 説 明 会 や 保 護 者 会 、 学 校 だ よ り 、 ５ 月 の 教 育 課 程 説 明

会 （ 紙 面 ） 等 を 通 し て 説 明 を 行 っ た 。 生 徒 に 対 し て 学 校 教 育 目 標 を 分 か り や

す く 理 解 さ せ る た め に 、 全 学 年 で そ の 解 釈 を 話 し 合 い 、 理 解 を 深 め 、 内 容 を

工 夫 し て 掲 示 ・ 発 表 す る 活 動 を 続 け て い る 。  

②  中 高 接 続 の 取 組 と し て 3 年 生 を 対 象 に 生 徒・保 護 者 合 同 の 南 高 校 進 学 説 明 会

を 実 施 し 、 内 進 者 へ 高 校 教 育 に つ い て の 周 知 と 心 構 え の 育 成 を 図 っ た 。  

③  「 豊 か な 人 間 性 の 育 成 」を 目 指 し 、各 学 年 の 発 達 段 階 に 応 じ て 重 点 項 目 を 決

め 、 道 徳 や 『 EGG』、 特 別 活 動 等 で 指 導 し た 。企 画 会 に お い て 、 各 学 年 の 取

組 を 確 認 し 、 ３ 年 間 の つ な が り を 図 っ た 。  

成 果 

 

 

 

①  保 護 者 ア ン ケ ー ト で は 、 学 校 行 事 以 外 の す べ て の 項 目 に お い て 85％ 以 上 の

評 価 を 受 け て お り 、 本 校 の 教 育 活 動 に 一 定 の 理 解 を 得 る こ と が で き た 。  

生 徒 ア ン ケ ー ト 項 目 10「 南 高 附 属 中 の 生 徒 で あ る こ と を 誇 り に 思 っ て い る 」

に つ い て は 、 ３ 学 年 共 に 90%以 上 の 生 徒 が そ う 思 う と 答 え て お り 、 本 校 の

理 念 を 理 解 し 、 前 向 き に 活 動 に 取 り 組 ん で い る 生 徒 の 姿 が 表 れ て い る 。  

②  教 職 員 評 価 項 目 12「 学 校 教 育 目 標 の 実 現 に 向 け 、全 職 員 が 取 り 組 ん で い る 」

に つ い て は 95%と い う 結 果 が で た 。本 校 が 教 育 活 動 の 目 標 に 向 け て 組 織 的 に

取 り 組 ん で い る と い う こ と で あ る 。  

課 題 

 

 

 

①  保 護 者 か ら 、一 人 一 台 端 末 の 活 用 や 、中 高 連 携 し た カ リ キ ュ ラ ム に つ い て の

疑 問 等 が 寄 せ ら れ た 。  

②  教 職 員 評 価 項 目 16「 会 議 は 効 率 的 に 運 営 さ れ て お り 、 教 育 活 動 や 学 校 運 営  

の 計 画 等 の 共 通 理 解 が 図 ら れ る 場 と な っ て い る 。」に つ い て は 75％ と い う 結

果 と な っ た 。 昨 年 度 よ り 10％ 下 が っ て お り 、 改 善 が 必 要 で あ る 。  

改善策 ①  一 人 一 台 端 末 を 活 用 す る こ と が 目 的 で は な く 、授 業 の 質 を 高 め る 文 房 具 と し

て 活 用 す る こ と を 目 的 と し て 取 り 組 ん だ １ 年 で あ っ た が 、 保 護 者 の 理 解 を 得

る 努 力 が 充 分 で な か っ た と 考 え ら れ る 。 日 常 の 教 育 活 動 に つ い て 、 説 明 会 と

い う 場 だ け で な く 、 学 校 だ よ り や 附 属 中 日 記 等 で 発 信 し 周 知 を 図 る 取 組 を 続

け る と と も に 、 本 校 の 一 人 一 台 端 末 の 活 用 の 場 面 を 、 保 護 者 に 積 極 的 に 発 信

し て い く 。 ま た 、 ３ 年 生 と そ の 保 護 者 を 対 象 に 行 わ れ て い る 高 校 進 学 説 明 会

を 南 高 校 へ の 進 学 意 思 決 定 の 時 期 を 考 慮 し 、 高 校 の 進 路 指 導 部 と 連 携 し て 秋

に 実 施 し て い く と と も に 、 教 育 課 程 説 明 会 で も 説 明 を 行 う 。  

②  年 度 当 初 に 学 校 経 営 方 針 を 全 職 員 で 確 認 す る 研 修 会 を 位 置 づ け 、中 高 一 貫 教

育 校 の 開 校 に あ た っ て の 理 念 や 、 そ れ に 基 づ く 特 色 あ る 教 育 内 容 に つ い て の

共 通 理 解 を 図 る 。 ま た 、 会 議 を 建 設 的 か つ 効 率 的 に 運 営 す る た め の 手 立 て を

教 職 員 全 体 で 考 え 、 実 行 し て い く 。  

 

 

 



□職員組織・学年経営の状況 

（関連アンケート番号：教職員【学校経営】14、15、16） 

取 組 

 

 

 

 

 

 

①  定 例 の 学 年 会 、 部 会（ 教 務 ・総 務 ・生 徒 指 導 ・学 習 指 導 ）、企 画 会 、職 員 会 議

を 計 画 的 に 設 定 し 、 議 題 調 整 と 学 年 間 の 情 報 を 事 前 に 共 有 す る よ う に し た 。 中

高 と も 職 員 会 議 は ペ ー パ ー レ ス で 行 う よ う に な っ た 。 中 高 統 一 の 校 内 組 織 実 施

と な り 、 業 務 の 組 織 対 応 を 進 め た 。  

②  企 画 会 を 議 題 調 整 会 議 と し て だ け で な く 、管 理 職 と 主 幹 教 諭 が 協 働 し て 、学 校

運 営 に 関 わ る 内 容 を 検 討 す る 会 議 と し た 。 人 事 決 定 に つ い て も 、 学 年 経 営 が 円

滑 に 進 む よ う に 、 積 極 的 に 学 年 主 任 の 意 見 を 取 り 入 れ た 。  

成 果 

 

 

 

 

 

①  教 職 員 評 価 項 目 15「 各 学 年 の 運 営 は 、 情 報 が 共 有 さ れ 組 織 的 取 組 が 円 滑 に 行

わ れ て い る 」が 、95.8％ と い う 高 い 評 価 と な っ た 。学 年 主 任 が よ り 広 い 視 野 で

学 年 運 営 を 行 っ て い る こ と が う か が わ れ る 。  

②  職 員 会 議 の 議 題 を ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 事 前 に 共 有 し 、PC 画 面 で 会 議 が で き る の

で 、 当 日 の 職 員 会 議 を 効 率 的 に 行 う こ と が で き た 。  

課 題 

 

 

 

①  改 善 は み ら れ る が 、教 職 員 評 価 項 目 16「 会 議 が 効 率 的 に 運 営 さ れ 、教 育 活 動

や 学 校 運 営 の 計 画 等 共 通 理 解 が 図 ら れ る 場 に な っ て い る 」が 75.0％ 、教 職 員 評

価 項 目 14「 一 人 ひ と り の 教 職 員 が 意 欲 を も っ て 業 務 に 取 り 組 む こ と が で き る

組 織 で あ る 」 が 83.3%と な っ て い る 。  

 改善策 

 

 

 

 

 

 

①  ペ ー パ ー レ ス だ け に PC を 利 用 す る の で は な く 、 オ ン ラ イ ン 会 議 の 導 入 な ど 、

よ り 会 議 の 効 率 化 を 図 り 、 職 員 の 負 担 感 を 軽 減 す る 努 力 を 続 け る 。  

②  中 高 で 統 一 し た 校 内 組 織 が 運 用 さ れ 、 さ ら に 改 善 が 進 む よ う に 取 り 組 み た い 。

大 き く 変 化 す る 組 織 に 戸 惑 わ な い よ う に 、 企 画 会 を 利 用 し 、 情 報 共 有 を よ り 一

層 強 化 す る 。 中 高 連 携 に 関 す る 業 務 の 軽 減 を 図 る 。  

③  働 き 方 改 革 の 視 点 か ら 、教 育 活 動 の 質 を 維 持 し つ つ 内 容 を 精 選 し 、よ り 教 育 効

果 の 上 が る 取 組 を 検 討 す る 。  

  

 

 

 

 

 

 



■職員研修・研究の状況 

（関連アンケート番号：教職員【学校経営】１７） 

取 組 

 

 

 

 

 

①  校 内 に お け る 授 業 力 向 上 研 修 を 中 高 全 職 員 で 行 っ た 。 職 員 一 人 ひ と り の 日 々 の

授 業 改 善 に 向 け た 意 識 の 向 上 を 図 る と 共 に 、主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び の 実 現 に

向 け た 取 り 組 み を 各 教 員 及 び 各 教 科 で 行 っ た 。ま た 、研 修 後 に 教 科 ご と に 分 科 会

を も つ こ と で 、６ 年 間 を 見 据 え た 教 科 と し て の 新 教 育 課 程 に 向 け て の 取 組 を 話 し

合 う こ と が で き た 。  

②  学 校 経 営 ア ド バ イ ザ ー の 髙 木 先 生 を 講 師 と し た 中 学 校 高 校 内 研 修 は ２ 回 実 施 す

る こ と が で き た 。  

 

成 果 

 

 

 

 

 

 

 

①  授 業 力 向 上 研 修 の 授 業 者 だ け で な く 、 他 教 科 等 多 く の 職 員 が 研 究 授 業 に 関 わ る

こ と で 、 自 身 の 授 業 の 在 り 方 に つ い て 考 え 、 授 業 改 善 に 取 り 組 む こ と が で き た 。 

②  教 育 課 程 委 員 会 か ら 独 立 し 、中 高 研 究 推 進 委 員 会 と し て 企 画・準 備 を 進 め ま た 、

各 教 科 ご と に 授 業 日 を 設 定 す る こ と で 円 滑 に 行 う こ と が で き た 。  

③  学 校 経 営 ア ド バ イ ザ ー に よ る 個 別 指 導 を 通 し て 、 一 人 ひ と り が 、 よ り 良 い 授 業

づ く り の 方 向 性 に つ い て 考 え る こ と が で き た 。ま た 、高 木 先 生 よ り ア ド バ イ ス を

い た だ き 新 教 育 課 程 の 情 報 の 共 有 化 を 図 る と 共 に 、今 後 の 学 習 活 動 の 方 向 性 な ど

に つ い て 改 め て 考 え る こ と が で き た 。  

 

課 題 

 

①  各 職 員 の 日 々 の 授 業 改 善 に 向 け た 意 識 を さ ら に 向 上 さ せ 、 継 続 的 な 授 業 力 向 上

に 向 け た 取 り 組 み を 進 め て い か な け れ ば な ら な い 。  

②  現 在 の 状 況 等 を 考 慮 に い れ な が ら 、 研 修 会 の 時 期 や 持 ち 方 に つ い て 、  

中 高 研 究 推 進 委 員 会 で 検 討 を 重 ね て い く 必 要 が あ る 。  

③  コ ロ ナ 禍 に よ り 、 講 師 に よ る 授 業 研 究 会 の 実 施 回 数 が 例 年 よ り 少 な く 、 講 師 と

の 連 携 を 深 め る こ と が 難 し い 場 面 が あ っ た 。来 年 度 の 日 程 を 決 め 、授 業 力 の 向 上

に 向 け た 取 り 組 み を さ ら に 活 性 化 さ せ て い く 。  

 

 改善策 

 

 

 

 

①  次 年 度 も 引 き 続 き 、 校 内 に お け る 研 究 授 業 等 を 行 う こ と で 、 各 職 員 の 授 業 力 向

上 に 向 け た 取 り 組 み を 進 め て い く 。  

②  研 究 推 進 委 員 会 の 活 動 を よ り 活 性 化 さ せ 、 全 職 員 が 負 担 な く 、 日 常 的 に 研 修 を

進 め て い く こ と が で き る 環 境 づ く り を 進 め て い く 。  

③  公 開 授 業 研 究 会 の よ り 良 い 在 り 方 に つ い て 、 中 高 で 検 討 を 重 ね て い く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



□学校経理、施設設備および情報の管理状況 

（関連ｱﾝｹｰﾄ番号：教職員【学校経営】18、19、20、21 生徒 9、10 保護者 7、8） 

取 組 

 

 

①  配 当 予 算 を 管 理 職 及 び 各 教 科・担 当 と 連 携 し た う え で 編 成 を し 、特 に コ ロ ナ

対 策 を 重 点 と し 教 育 環 境 の 整 備 を 行 っ た 。  

②  公 金 及 び 準 公 金 の 透 明 性 確 保 の た め 、保 護 者 や 市 民 に 対 し て 積 極 的 に 情 報 公

開 を 行 っ た 。  

③  教 育 委 員 会 の 通 知 等 に 従 い 、情 報 担 当 及 び 管 理 職 と 情 報 を 共 有 し 、個 人 情 報

の 保 護 を 適 切 に 行 っ た 。  

成 果 

 

 

 

 

①  消 毒 液 の 購 入 及 び 教 科 備 品 の 更 新 を 行 う な ど の 要 望 に 応 え 、95％ 以 上 の 評 価

を 得 て い る 。  

②  公 金 に お い て は 本 校 ホ ー ム ペ ー ジ 上 及 び 学 年 だ よ り に て 、準 公 金 に お い て は

会 計 報 告 書 に お い て 通 知 を 行 い 、 そ の 結 果 93％ 以 上 の 評 価 を 得 て い る 。  

③  教 育 委 員 会 の 指 示 通 り に 管 理 を 行 い 、 95％ 以 上 の 評 価 を 得 て い る 。  

課 題 

 

 

 

 

 

①  今 後 は 、コ ロ ナ 対 策 に 予 算 を 配 分 し つ つ 、物 品 の 整 備 を 管 理 職 及 び 教 科 担 当

と 協 議 し 実 行 す る 必 要 が あ る 。  

②  ホ ー ム ペ ー ジ 及 び 学 年 だ よ り 等 で の 報 告 で あ る た め 、限 ら れ た 内 容 と な っ て

お り 、 よ り 分 か り や す い 情 報 発 信 が 必 要 で あ る 。  

③  情 報 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 に 万 全 と い う こ と は な く 、常 に 情 報 を 更 新 し て い く 必

要 が あ る 。  

 改善策 ①  予 算 委 員 会 時 だ け で な く 随 時 各 担 当 と 協 議 を 行 い 、感 染 症 対 策 及 び 教 育 効 果

の あ る 物 品 の 整 備 を し て い く 。  

②  ホ ー ム ペ ー ジ 及 び 学 年 だ よ り に て の 報 告 の 際 、執 行 内 容 の 具 体 例 を 数 多 く 入

れ る 等 わ か り や す い 説 明 を 行 う 。  

③  最 新 の 情 報 を 職 員 に 対 し て 迅 速 に 知 ら せ て い く だ け で な く 、個 人 情 報 保 護 の

重 要 性 を 周 知 し て い く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



□保護者・地域との連携協力の状況 

   （関連アンケート番号：教職員【学校経営】２２、２３） 

取 組 

 

 

 

 

 

 

 

①  中 高 一 貫 教 育 校 と し て 高 校 と 一 体 の 組 織 で 、 Ｐ Ｔ Ａ 活 動 を 行 っ て い る 。  

例 年 は 中 学 校 の PTA 独 自 の 活 動 と し て 、PTA 中 学 校 懇 話 会 を 開 催 し 、情 報 交

換 を し て い た が 、 令 和 ２ 年 度 に 続 き 令 和 ３ 年 度 も 中 止 し た 。  

②  ② 令 和 ２ 年 度 に 引 き 続 き 令 和 ３ 年 度 も 、PTA 主 催 の 研 修 懇 親 バ ス 旅 行 の 中 止 、

体 育 祭 等 の 行 事 ・ EGG 等 の 発 表 会 で 保 護 者 の 参 観 を 呼 び か け す る こ と を や め

た 。  

③  ホ ー ム ペ ー ジ や 学 年 だ よ り 等 で 、学 校 の 教 育 活 動 の 情 報 提 供 を 行 い 、保 護 者 、

地 域 等 と の 連 携 協 力 を 図 っ て い る 。  

 

成 果 

 

 

 

 

①  感 染 拡 大 防 止 の た め 、PTA と し て の 活 動 を 行 う こ と は で き な か っ た が 、今 ま

で 様 々 な 場 面 で ご 協 力 い た だ い て い た こ と を 再 認 識 す る こ と が で き 、必 要 な こ

と と な く て も よ い こ と の 再 検 討 を す る こ と が で き た 。  

②  教 職 員 ア ン ケ ー ト 質 問 項 目 ２ ３ で 、「 そ う 思 う 」「 や や そ う 思 う 」が ９ １ .７ ％

と の 評 価 を 得 る こ と が で き た 。  

 

課 題 

 

①  感 染 症 拡 大 防 止 の た め 、 様 々 な 活 動 が 制 限 さ れ て し ま う 。  

②  教 職 員 ア ン ケ ー ト 質 問 項 目 ２ ３ 「 Ｐ Ｔ Ａ と の 連 携 ・ 協 力 の 推 進 が 図 ら れ て い

る 」 が 70.8％ と 低 か っ た 。  

③  感 染 拡 大 防 止 の た め 、 対 面 で 集 ま る こ と が で き ず 、 情 報 発 信 の 機 会 が 限 定 さ

れ て し ま う 。  

 

 改善策 

 

 

 

①  感 染 症 拡 大 防 止 を 第 一 と し な が ら 、「 で き る 人 が 、で き る 時 に 、で き る 事 を ！ 」

と い う 本 校 Ｐ Ｔ Ａ の キ ャ ッ チ コ ピ ー に 基 づ き 、 活 動 す る 。  

②  Ｐ Ｔ Ａ 活 動 の 再 開 を き っ か け と し 、 保 護 者 と の 連 携 を 再 度 強 化 す る 。 Ｐ Ｔ Ａ

担 当 職 員 か ら 他 の 職 員 に も Ｐ Ｔ Ａ と の 連 携 に つ い て 周 知 す る 。  

③  学 校 ホ ー ム ペ ー ジ （ 「 附 属 中 日 記 ） ） や 学 校 便 り な ど を 活 用 し 、 学 校 の 取 組

や 生 徒 の 様 子 を 発 信 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



□危機管理の状況 

   （関連アンケート番号：教職員【学校経営】２４、２５生徒１０） 

取 組 

 

  

①   ４ 月 の 校 内 避 難 経 路 確 認 実 施 後 、こ れ ま で の 避 難 経 路 の 在 り 方 に つ い て 見 直

し を 図 り 、そ の 後 各 学 級 に お い て 、改 め て 避 難 経 路 の 徹 底 を 図 っ た 。ま た 、９

月 に 大 規 模 地 震 発 生 時 の 初 期 対 応 に つ い て 、職 員 研 修 を 行 い 、そ の 後 、各 学 級

に お い て 、大 規 模 地 震 発 生 時 の 校 舎 内 に お け る 避 難 の 在 り 方 に つ い て シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン を 行 っ た 。  

②   校 舎 内 の 階 段 の 呼 称 変 更 を 行 い 、避 難 時 の 混 乱 防 止 と 生 徒 の 意 識 の 向 上 に 努

め た 。  

 

成 果 

 

 

 

①  大 規 模 地 震 発 生 時 の 初 期 対 応 に つ い て 職 員 研 修 を 行 っ た こ と で 、 災 害 対 策 本

部 を 中 心 と し た 発 災 時 の 各 職 員 の 具 体 的 な 動 き や 分 担 に つ い て 整 理 し 、周 知 す

る こ と が で き た 。  

②  防 災 委 員 会 を 中 心 に 中 高 で 連 携 し 、 各 学 級 ・ 各 教 室 の 避 難 経 路 の 見 直 し を 行

っ た 上 で 、校 内 の 各 階 段 の 呼 称 変 更 を 行 い 、発 災 時 の 避 難 経 路 に つ い て 生 徒 に

改 め て 周 知 徹 底 を 図 る こ と が で き た 。  

課 題 

 

 

 

 

①  大 規 模 地 震 発 生 時 の 初 期 対 応 に つ い て 、 定 期 訓 練 の み な ら ず 、 突 発 的 な 訓 練

を 行 う こ と で 、災 害 に 対 す る 意 識 を 高 め る と と も に 、想 定 外 の 事 案 を 訓 練 の 場

に お い て 生 徒・職 員 共 に 数 多 く 経 験 す る こ と で 、実 際 に 大 規 模 地 震 等 の 災 害 が

発 生 し た と き の 混 乱 防 止 に 努 め て い か ね ば な ら な い 。  

②  防 災 ・ 減 災 用 の 備 品 の 整 理 や 補 充 を 確 実 に 行 い 、 発 災 時 の 物 品 不 足 の 予 防 に

努 め る 。  

 改善策 

 

 

 

 

 

①  今 後 も 引 き 続 き 、発 災 時 の 対 応 に つ い て 整 理・改 善 を 行 い 、そ の 都 度 職 員 全

体 に 周 知 徹 底 を 図 っ て い く 。 ま た 、 様 々 な 訓 練 の パ タ ー ン を 生 徒 ・ 職 員 で 経

験 し 、 共 有 す る こ と で 、 各 個 人 の 災 害 に 対 す る 意 識 の 向 上 と 、 判 断 力 ・ 行 動

力 の 育 成 に 努 め る 。  

②  発 災 時 に 必 要 な 物 品 の 情 報 整 理 と 補 充 を 行 う 。 ま た 、 防 災 委 員 会 を 中 心 に 、

防 災 倉 庫 の 点 検 作 業 等 を 定 期 的 に 行 い 、 職 員 間 で の 情 報 共 有 を 確 実 に 行 う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



□学校に関する情報公開の状況 

   （関連アンケート番号：教職員２６ 生徒１１ 保護者９） 

取 組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  昨 年 度 に 引 き 続 き 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、各 種 行 事 や 説 明 会

等 が 中 止 と な り 、保 護 者・地 域 の 方 々 に 来 校 し て い た だ く 機 会 や 、入 試 に 関 す る

広 報 活 動 の 範 囲 が 限 定 さ れ る 状 況 で あ っ た た め 、 メ ー ル 配 信 シ ス テ ム や 「 学 校

YouTube チ ャ ン ネ ル 」な ど 、情 報 通 信 技 術 を 活 用 し た 情 報 公 開 を 積 極 的 に 行 っ た 。

ま た 、事 前 予 約 制 の「 学 校 見 学 会 」を 設 け る な ど 、広 報 活 動 の 充 実 を 図 る た め の

新 た な 取 り 組 み も 行 っ た 。  

②  学 校 ホ ー ム ペ ー ジ で は 、全 職 員 で 日 々 の 授 業 風 景 や 学 校 生 活 の 様 子 を 紹 介 し て い

く「 附 属 中 日 記 」を 定 期 的 に 更 新 し た 。ま た 、入 学 関 係 情 報 を 適 時 発 信 し 、本校

の 受 検 を 考 え て い る 児 童 、保 護 者 に 向 け て も 幅 広 く 広 報 活 動 を 行 っ た 。学 年 だ よ

り で は 、 学 校 ・ 学 年 行 事 や EGG 学 習 の 様 子 な ど を 生 徒 の 声 と と も に 掲 載 し 、 各

家 庭 や 地 域 に 配 布 し た 。  

③  個 人 情 報 の 取 り 扱 い に つ い て は 、年 度 初 め に 保 護 者 へ 文 書 を 配 布 し て 運 用 の し か

た を 周 知 す る と と も に 、学 校 ホ ー ム ペ ー ジ に 個 人 が 特 定 さ れ る 情 報 を 公 開 し な い

な ど 、 適 切 に 管 理 し た 。  

④  学 校 運 営 協 議 会 に お け る 学 校 評 価 や 生 徒 、保 護 者 学 校 評 価 の 結 果 を 公 開 し 、開 か

れ た 学 校 づ く り に 努 め た 。  

成 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  学 校 説 明 会 の 配 信 動 画 は 3200 回 以 上 再 生 さ れ（ 2022 年 １ 月 現 在 ）、多 く の 方 々

に 本 校 の 取 り 組 み や 教 育 活 動 の 成 果 を 知 っ て い た だ く こ と が で き た 。ま た 、情 報

通 信 技 術 の 活 用 な ど 、情 報 公 開 や 広 報 活 動 の 今 後 の 在 り 方 に つ い て 模 索 す る 良 い

機 会 と な っ た 。  

②  学 校 評 価 の「 ホ ー ム ペ ー ジ や 各 種 た よ り 等 で の 情 報 公 開 」の 項 目 に お い て 、生 徒 、

保 護 者 と も に 90％ 以 上 の 評 価 を 得 た 。学 年 だ よ り で は 登 下 校 の マ ナ ー な ど 、地 域

か ら の 連 絡 に 対 応 し た ３ 学 年 共 通 紙 面 を つ く り 、地 域 に お け る 附 属 中 学 校 の 課 題

お よ び そ の 取 り 組 み を 、 各 家 庭 や 諸 機 関 に 伝 え る こ と が で き た 。  

③  個 人 情 報 の 適 切 な 管 理 に 努 め 、 職 員 学 校 評 価 に お け る 「 情 報 管 理 」 の 項 目 で

98.4％ の 高 い 評 価 を 得 た 。  

課 題 

 

 

 

 

 

①  GIGA ス ク ー ル 構 想 に よ る 一 人 一 台 の 端 末 の 整 備 が 行 わ れ 、日 々 の 授 業 等 に お い

て 活 用 さ れ る 場 面 が 多 く な っ て き た 。一 方 で 、分 散 登 校 期 間 に お け る オ ン ラ イ ン

授 業 等 、学 校 と 家 庭 と の「 双 方 向 」の 情 報 通 信 に つ い て は 万 全 の 準 備 が 整 っ て い

る と は い え な い 状 況 で あ り 、今 後 の 突 発 的 な 事 態 に 備 え て 、教 職 員 の ICT 活 用 能

力 の 向 上 や 、 運 用 の た め の し く み づ く り を 進 め て い く 必 要 が あ る 。  

 改善策 

 

 

①  教 職 員 の ICT 活 用 能 力 （ 特 に 、 学 校 と 家 庭 と の 「 双 方 向 」 の 情 報 通 信 に 関 す る

ス キ ル ） の 向 上 を 目 的 と し た 校 内 研 修 を 行 う 。 ま た 、 Google ク ラ ス ル ー ム や

Google ミ ー ト な ど の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 日 々 の 教 育 活 動 に お い て 積 極 的 に 活 用

し 、 生 徒 の ICT 活 用 能 力 の 向 上 も 促 し て い く 。  

 

 

 



４ いじめへの対応に関する項目 

□いじめへの対応 

（関連アンケート番号：教職員２７ 生徒３、４ 保護者３） 

取 組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  職 員 に よ る い じ め 防 止 対 策 委 員 会 を 月 １ 回 開 催 し 、 各 学 年 の 生 徒 情 報 共 有 や 、

学 校 い じ め 防 止 基 本 方 針 の 改 訂 に つ い て 話 し 合 っ た 。  

②  い じ め に 関 す る ア ン ケ ー ト を １ ２ 月 に 横 浜 市 の 統 一 書 式 に よ り 無 記 名 で 実 施

し た 。５ 月 と １ １ 月 に 記 名 式 の ア ン ケ ー ト（ QU）を 行 っ た 。新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス に 関 係 し た 生 活 ア ン ケ ー ト を １ ０ 月 に 実 施 し た 。  

③  生 徒 の 環 境 の 変 化 や 長 期 休 業 明 け を 考 慮 し て 、全 ク ラ ス 担 任 に よ る 教 育 相 談 を

実 施 し た 。 よ り 安 心 し て 充 実 し た 学 校 生 活 に 向 け 、 校 長 代 理 に よ る 面 談 を １ 年

生 を 対 象 と し て 行 っ た 。  

④  学 級 活 動 や 道 徳 、総 合 的 な 学 習 の 時 間 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 を 高 め 、安 心 し

て 生 活 で き る 環 境 づ く り を お こ な っ た 。  

⑤  生 活 委 員 会 の 生 徒 が い じ め 防 止 の 取 り 組 み を 行 っ た 。  

成 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  い じ め 防 止 基 本 法 の 定 義 に 基 づ き 、い じ め は ど こ に で も 起 こ り う る こ と と い う

共 通 認 識 の も と 、 職 員 に よ る 情 報 収 集 を し た 。 い じ め 防 止 対 策 委 員 会 で い じ め

に 関 す る 情 報 を 共 有 し 、 チ ー ム と し て 対 応 す る こ と が で き た 。  

②  各 種 ア ン ケ ー ト の 結 果 か ら 客 観 的 な デ ー タ と 普 段 の 先 生 方 の 見 取 り と を 合 わ

せ て 、 生 徒 理 解 を 深 め る こ と が で き た 。  

③  教 育 相 談 に よ り 、生 徒 と 担 任 の 関 係 を 築 く こ と が で き 、何 か 困 っ た こ と が あ っ

た と き に 安 心 し て 相 談 で き る よ う に し た 。  

④  グ ル ー プ ワ ー ク ト レ ー ニ ン グ に よ り 、仲 間 と 協 力 し て 課 題 解 決 す る 姿 勢 が で き

た 。  

⑤  生 活 委 員 会 の 生 徒 が い じ め に つ い て 発 表 す る こ と で 「 自 分 事 」 と し て と ら え 、

生 徒 自 ら が い じ め 防 止 に 取 り 組 む 意 識 を 育 む こ と が で き た 。  

課 題 

 

 

①  令 和 ３ 年 度 の い じ め 認 知 件 数 は ３ 件 で あ っ た 。  

②  教 職 員 ア ン ケ ー ト ２ ７ 「 い じ め へ の 対 応 」 で 「 十 分 に 」 と 「 お お む ね 」 で  

１ ０ ０ ％ を 達 成 で き た が 、 「 お お む ね 」 が 多 く 54.2％ で あ っ た 。  

 改善策 

 

 

 

 

①  い じ め は ど こ に で も 起 こ り う る と い う 共 通 認 識 を も ち 積 極 的 に 認 知 し て い く 。 

②  普 段 の 授 業 で 行 っ て い る グ ル ー プ ワ ー ク や 道 徳 、『 EGG』な ど が コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 力 の 育 成 に つ な が り 、 い じ め の 未 然 防 止 に つ な が る こ と を 職 員 が 今 一 度

意 識 し 、 授 業 ・ 取 り 組 み の ね ら い を 伝 え 生 徒 に も 意 識 付 け を 行 う 。  

 



 

 

 

 

 

令和３年度 
 

横浜市立高等学校 
及び 

併設型中学校 
 

自己評価書資料 
学校評価アンケート集計表 

 

生徒アンケート 

保護者アンケート 

職員アンケート 

各教科授業評価 

 

 

 

横浜市立南高等学校附属中学校 



令和３年度生徒学校評価【１年生】 南高等学校附属中学校

回収率 回答集計 156 名

依頼数 回答数 回収率 番号 項目 評価指標 そう思う
ややそう
思う

あまりそ
う思わな
い

そう思わ
ない

合計 ７０％目標 そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない
そう思う・ややそう

思う合計

１年１組 40 40 100.0% 1 学級で良好な人間関係を築いている。 107 44 3 2 156 68.6% 28.2% 1.9% 1.3% 96.8%

１年２組 40 40 100.0% 2
生徒会活動や委員会活動を主体的に行ってい
る。

43 59 37 17 156 27.6% 37.8% 23.7% 10.9% 65.4%

１年３組 40 36 90.0% 3
先生は生徒の不安や悩み事などについて親身
になって相談にのっている。

63 73 18 2 156 40.4% 46.8% 11.5% 1.3% 87.2%

１年４組 40 40 100.0% 4
南高校附属中学校はいじめや差別を許さない
環境作りに努めている。

83 65 6 2 156 53.2% 41.7% 3.8% 1.3% 94.9%

１年合計 160 156 97.5% 5
南高校附属中学校は生徒の健康管理について
適切な指導をしている。

92 52 10 2 156 59.0% 33.3% 6.4% 1.3% 92.3%

6
南高校附属中学校は資源リサイクルや環境美
化について積極的に取り組んでいる。

75 71 9 1 156 48.1% 45.5% 5.8% 0.6% 93.6%

7
「総合的な学習の時間」では、主体的に考
え、行動し、課題解決ができるようになっ
た。

95 53 7 1 156 60.9% 34.0% 4.5% 0.6% 94.9%

8
南高校附属中学校の生徒であることに誇りを
感じている。

123 25 6 2 156 78.8% 16.0% 3.8% 1.3% 94.9%

9
南高校附属中学校の施設・設備面の教育環境
が充実している。

136 18 0 2 156 87.2% 11.5% 0.0% 1.3% 98.7%

10
南高校附属中学校は生徒の個人情報を適切に
管理している。

111 43 1 1 156 71.2% 27.6% 0.6% 0.6% 98.7%

11 災害時の校内の避難経路を把握している。 84 57 13 2 156 53.8% 36.5% 8.3% 1.3% 90.4%

12
南高校附属中学校は学校ホームページや学年
便り等を活用し、必要な情報を提供してい
る。

87 63 5 1 156 55.8% 40.4% 3.2% 0.6% 96.2%

生

徒

教

育

活

動

等

に

つ

い

て

学

校

生

活

な

ど

に

つ

い

て

学校で良好な人間関係を築いている。

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

生徒会活動や委員会活動を主体的に行っている。

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

学級で良好な人間関係を築いている。

生徒会活動や委員会活動を主体的に行っている。

先生は生徒の不安や悩み事などについて親身になって相談にのっ

ている。

南高校附属中学校はいじめや差別を許さない環境作りに努めてい

る。

南高校附属中学校は生徒の健康管理について適切な指導をしてい

る。

南高校附属中学校は資源リサイクルや環境美化について積極的に

取り組んでいる。

「総合的な学習の時間」では、主体的に考え、行動し、課題解決

ができるようになった。

南高校附属中学校の生徒であることに誇りを感じている。

南高校附属中学校の施設・設備面の教育環境が充実している。

南高校附属中学校は生徒の個人情報を適切に管理している。

災害時の校内の避難経路を把握している。

評
価
指
標

令和３年度南高等学校附属中学校１年学校評価



0 20 40 60 80 100 120 140 160

南高校附属中学校は学校ホームページや学年便り等を活用し、必

要な情報を提供している。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない



令和３年度生徒学校評価【２年生】 南高等学校附属中学校

回収率 回答集計 154 名

依頼数 回答数 回収率 番号 項目 評価指標 そう思う
ややそう
思う

あまりそ
う思わな
い

そう思わ
ない

合計 ７０％目標 そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない
そう思う・ややそう

思う合計

２年１組 40 38 95.0% 1 学級で良好な人間関係を築いている。 97 53 3 1 154 63.0% 34.4% 1.9% 0.6% 97.4%

２年２組 40 39 97.5% 2
生徒会活動や委員会活動を主体的に行ってい
る。

62 61 26 5 154 40.3% 39.6% 16.9% 3.2% 79.9%

２年３組 39 37 94.9% 3
先生は生徒の不安や悩み事などについて親身
になって相談にのっている。

82 56 14 2 154 53.2% 36.4% 9.1% 1.3% 89.6%

２年４組 40 40 100.0% 4
南高校附属中学校はいじめや差別を許さない
環境作りに努めている。

102 44 6 2 154 66.2% 28.6% 3.9% 1.3% 94.8%

２年合計 159 154 96.9% 5
南高校附属中学校は生徒の健康管理について
適切な指導をしている。

95 51 6 2 154 61.7% 33.1% 3.9% 1.3% 94.8%

6
南高校附属中学校は資源リサイクルや環境美
化について積極的に取り組んでいる。

70 68 14 2 154 45.5% 44.2% 9.1% 1.3% 89.6%

7
「総合的な学習の時間」では、主体的に考
え、行動し、課題解決ができるようになっ
た。

98 50 4 2 154 63.6% 32.5% 2.6% 1.3% 96.1%

8
南高校附属中学校の生徒であることに誇りを
感じている。

113 30 11 0 154 73.4% 19.5% 7.1% 0.0% 92.9%

9
南高校附属中学校の施設・設備面の教育環境
が充実している。

130 23 1 0 154 84.4% 14.9% 0.6% 0.0% 99.4%

10
南高校附属中学校は生徒の個人情報を適切に
管理している。

113 39 0 2 154 73.4% 25.3% 0.0% 1.3% 98.7%

11 災害時の校内の避難経路を把握している。 84 63 5 2 154 54.5% 40.9% 3.2% 1.3% 95.5%

12
南高校附属中学校は学校ホームページや学年
便り等を活用し、必要な情報を提供してい
る。

101 49 4 0 154 65.6% 31.8% 2.6% 0.0% 97.4%

生

徒

教

育

活

動

等
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つ
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て

学

校

生

活

な
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に

つ

い

て

学校で良好な人間関係を築いている。

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

生徒会活動や委員会活動を主体的に行っている。

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

学級で良好な人間関係を築いている。

生徒会活動や委員会活動を主体的に行っている。

先生は生徒の不安や悩み事などについて親身になって相談にのっ

ている。

南高校附属中学校はいじめや差別を許さない環境作りに努めてい

る。

南高校附属中学校は生徒の健康管理について適切な指導をしてい

る。

南高校附属中学校は資源リサイクルや環境美化について積極的に

取り組んでいる。

「総合的な学習の時間」では、主体的に考え、行動し、課題解決

ができるようになった。

南高校附属中学校の生徒であることに誇りを感じている。

南高校附属中学校の施設・設備面の教育環境が充実している。

南高校附属中学校は生徒の個人情報を適切に管理している。

災害時の校内の避難経路を把握している。

評
価
指
標

令和３年度南高等学校附属中学校２年学校評価
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南高校附属中学校は学校ホームページや学年便り等を活用し、必

要な情報を提供している。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない



令和３年度生徒学校評価【３年生】 南高等学校附属中学校

回収率 回答集計 155 名

依頼数 回答数 回収率 番号 項目 評価指標 そう思う
ややそう
思う

あまりそ
う思わな
い

そう思わ
ない

合計 ７０％目標 そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない
そう思う・ややそう

思う合計

３年１組 40 37 92.5% 1 学級で良好な人間関係を築いている。 107 40 8 0 155 69.0% 25.8% 5.2% 0.0% 94.8%

３年２組 40 39 97.5% 2
生徒会活動や委員会活動を主体的に行ってい
る。

63 50 24 18 155 40.6% 32.3% 15.5% 11.6% 72.9%

３年３組 40 40 100.0% 3
先生は生徒の不安や悩み事などについて親身
になって相談にのっている。

98 48 7 2 155 63.2% 31.0% 4.5% 1.3% 94.2%

３年４組 40 39 97.5% 4
南高校附属中学校はいじめや差別を許さない
環境作りに努めている。

81 58 13 3 155 52.3% 37.4% 8.4% 1.9% 89.7%

３年合計 160 155 96.9% 5
南高校附属中学校は生徒の健康管理について
適切な指導をしている。

91 53 11 0 155 58.7% 34.2% 7.1% 0.0% 92.9%

6
南高校附属中学校は資源リサイクルや環境美
化について積極的に取り組んでいる。

74 63 16 2 155 47.7% 40.6% 10.3% 1.3% 88.4%

7
「総合的な学習の時間」では、主体的に考
え、行動し、課題解決ができるようになっ
た。

89 54 10 2 155 57.4% 34.8% 6.5% 1.3% 92.3%

8
南高校附属中学校の生徒であることに誇りを
感じている。

105 39 9 2 155 67.7% 25.2% 5.8% 1.3% 92.9%

9
南高校附属中学校の施設・設備面の教育環境
が充実している。

134 17 1 3 155 86.5% 11.0% 0.6% 1.9% 97.4%

10
南高校附属中学校は生徒の個人情報を適切に
管理している。

117 32 5 1 155 75.5% 20.6% 3.2% 0.6% 96.1%

11 災害時の校内の避難経路を把握している。 75 66 13 1 155 48.4% 42.6% 8.4% 0.6% 91.0%

12
南高校附属中学校は学校ホームページや学年
便り等を活用し、必要な情報を提供してい
る。

107 39 5 4 155 69.0% 25.2% 3.2% 2.6% 94.2%

生

徒
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育
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に
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学

校

生
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て

学校で良好な人間関係を築いている。

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

生徒会活動や委員会活動を主体的に行っている。

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

学級で良好な人間関係を築いている。

生徒会活動や委員会活動を主体的に行っている。

先生は生徒の不安や悩み事などについて親身になって相談にのっ

ている。

南高校附属中学校はいじめや差別を許さない環境作りに努めてい

る。

南高校附属中学校は生徒の健康管理について適切な指導をしてい

る。

南高校附属中学校は資源リサイクルや環境美化について積極的に

取り組んでいる。

「総合的な学習の時間」では、主体的に考え、行動し、課題解決

ができるようになった。

南高校附属中学校の生徒であることに誇りを感じている。

南高校附属中学校の施設・設備面の教育環境が充実している。

南高校附属中学校は生徒の個人情報を適切に管理している。

災害時の校内の避難経路を把握している。

評
価
指
標

令和３年度南高等学校附属中学校３年学校評価
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南高校附属中学校は学校ホームページや学年便り等を活用し、必

要な情報を提供している。

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない



令和3年度　保護者による学校評価　１年　南高等学校附属中学校

横浜市立南高等学校 附属中学校 １年 146 名

項目 No. 評  価  指　標 そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない
そう思う・やや

そう思う

1
中高一貫教育校として特色ある教育活動な
ど、適切な取り組みをしている。

60.3% 32.9% 5.5% 0.7% 0.7% 93.2%

2
南高校・南附属中学校の教育課程は充実し
たものになっている。

56.2% 37.0% 5.5% 0.7% 0.7% 93.2%

3
お子さんは学級で良好な人間関係を築き、
充実した生活を送っている。

64.4% 30.8% 2.1% 0.7% 2.1% 95.2%

4
学校行事や生徒会活動は充実し、お子さん
は積極的に参加している。

36.3% 44.5% 13.0% 2.1% 4.1% 80.8%

5
生活習慣や規範意識を身につけさせるため
の適切な指導が行われている。

48.6% 41.1% 5.5% 0.7% 4.1% 89.7%

6
生徒の健康管理に関する適切な指導が行わ
れている。

44.5% 39.0% 8.2% 0.0% 8.2% 83.6%

7
校内の環境美化に力を入れ、教育環境がき
ちんと管理されている。

48.6% 37.0% 2.1% 0.0% 12.3% 85.6%

8 各種会計報告が適切に行われている。 69.9% 22.6% 0.7% 0.0% 6.8% 92.5%

9

学校の様子を家庭への配布資料や学校ホー
ムページなどを通じて十分かつ適切に伝え
ている。

53.4% 37.0% 7.5% 0.7% 1.4% 90.4%

教
育
活
動
等
に
つ
い
て

学
校
生
活
等
に
つ
い
て



令和3年度　保護者による学校評価　２年　南高等学校附属中学校

横浜市立南高等学校 附属中学校 ２年 153 名

項目 No. 評  価  指　標 そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない
そう思う・やや

そう思う

1
中高一貫教育校として特色ある教育活動な
ど、適切な取り組みをしている。

41.8% 43.1% 11.8% 2.6% 0.7% 85.0%

2
南高校・南附属中学校の教育課程は充実し
たものになっている。

41.8% 43.8% 9.8% 3.3% 1.3% 85.6%

3
お子さんは学級で良好な人間関係を築き、
充実した生活を送っている。

58.2% 31.4% 9.2% 0.7% 0.7% 89.5%

4
学校行事や生徒会活動は充実し、お子さん
は積極的に参加している。

34.0% 43.8% 20.3% 1.3% 0.7% 77.8%

5
生活習慣や規範意識を身につけさせるため
の適切な指導が行われている。

43.8% 45.1% 8.5% 0.0% 2.6% 88.9%

6
生徒の健康管理に関する適切な指導が行わ
れている。

43.1% 43.8% 9.2% 0.0% 3.9% 86.9%

7
校内の環境美化に力を入れ、教育環境がき
ちんと管理されている。

54.2% 35.9% 3.3% 0.0% 6.5% 90.2%

8 各種会計報告が適切に行われている。 70.6% 24.8% 0.7% 0.7% 3.3% 95.4%

9

学校の様子を家庭への配布資料や学校ホー
ムページなどを通じて十分かつ適切に伝え
ている。

46.4% 41.2% 11.1% 1.3% 0.0% 87.6%

教
育
活
動
等
に
つ
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て

学
校
生
活
等
に
つ
い
て



令和3年度　保護者による学校評価　３年　南高等学校附属中学校

横浜市立南高等学校 附属中学校 ３年 145 名

項目 No. 評  価  指　標 そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない
そう思う・やや

そう思う

1
中高一貫教育校として特色ある教育活動な
ど、適切な取り組みをしている。

46.9% 46.2% 5.5% 0.7% 0.7% 93.1%

2
南高校・南附属中学校の教育課程は充実し
たものになっている。

46.9% 43.4% 7.6% 1.4% 0.7% 90.3%

3
お子さんは学級で良好な人間関係を築き、
充実した生活を送っている。

57.2% 33.1% 4.1% 4.1% 1.4% 90.3%

4
学校行事や生徒会活動は充実し、お子さん
は積極的に参加している。

35.2% 44.1% 15.2% 5.5% 0.0% 79.3%

5
生活習慣や規範意識を身につけさせるため
の適切な指導が行われている。

30.3% 50.3% 13.1% 3.4% 2.8% 80.7%

6
生徒の健康管理に関する適切な指導が行わ
れている。

35.2% 46.9% 11.0% 0.7% 6.2% 82.1%

7
校内の環境美化に力を入れ、教育環境がき
ちんと管理されている。

49.0% 42.1% 4.1% 0.0% 4.8% 91.0%

8 各種会計報告が適切に行われている。 71.7% 21.4% 1.4% 0.0% 5.5% 93.1%

9

学校の様子を家庭への配布資料や学校ホー
ムページなどを通じて十分かつ適切に伝え
ている。

51.0% 41.4% 6.9% 0.0% 0.7% 92.4%

教
育
活
動
等
に
つ
い
て

学
校
生
活
等
に
つ
い
て



令和3年　教職員による学校評価　南高等学校附属中学校
（様式１）

大分類 No 評価項目 観点 評  価  指　標 十分に実現
できている

おおむね実
現できてい

る

あまり実現
できていな

い

全く実現で
きていない

判断できな
い

十分に/おお
むね実現でき

ている
令和２年度

1
「魅力ある学校教育の推進」に向けて学校全体として取
り組んでいる。

25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 95.5%

2 編成
学校教育目標・学校経営目標を踏まえて編成されてい
る。

41.7% 58.3% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0%

3 取組

学習指導要領の趣旨及び横浜市の方針に基づき、さらに
中期学校経営方針に掲げた目標の実現を目指して編成
し、取り組んでいる。

41.7% 58.3% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0%

4 指導計画
学校教育目標・重点目標の実現に向け適切な計画を作成
している。

41.7% 58.3% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0%

5 取組
私の所属している教科は生徒の実態に応じて、指導内容
や指導方法を工夫してわかりやすい授業を行っている。

41.7% 50.0% 0.0% 0.0% 8.3% 91.7% 95.5%

6 評価評定
観点別評価規準を明確にした年間計画を立て、それに基
づき適切な方法で評価・評定を行っている。

16.7% 70.8% 8.3% 0.0% 4.2% 87.5% 90.9%

7
特別活動
部活動

取組
生徒の主体的、自立的な生徒会活動の活性化に向けて適
切に指導している。

29.2% 58.3% 8.3% 0.0% 4.2% 87.5% 95.5%

8

生徒が人間関係を円滑に結び、充実した学校生活を送る
ことができるよう基礎的な生活集団の形成に資するホー
ムルーム経営を行うことができている。

29.2% 66.7% 0.0% 0.0% 4.2% 95.8% 90.9%

9
生徒の生活習慣の確立や規範意識の形成に向けて、適切
な指導を行っている。

33.3% 58.3% 4.2% 0.0% 4.2% 91.7% 95.5%

10
学校保健計画に沿って生徒の健康管理を適切に行い、ま
た生徒の健康に対する意識を喚起している。

33.3% 58.3% 4.2% 0.0% 4.2% 91.7% 95.5%

11
資源リサイクル等省エネ行動に学校として適切に取り組
んでいる。

16.7% 70.8% 8.3% 0.0% 4.2% 87.5% 72.7%

12
学校教育目標の実現に向け、全教職員が取り組んでい
る。

29.2% 66.7% 4.2% 0.0% 0.0% 95.8% 95.5%

13
学校経営方針に基づき、教職員が協力して円滑な学校経
営がなされている。

25.0% 70.8% 4.2% 0.0% 0.0% 95.8% 95.5%

14
一人ひとりの教職員が意欲をもって業務に取り組むこと
ができる組織である。

33.3% 50.0% 12.5% 0.0% 4.2% 83.3% 90.9%

15
各学年の運営は、情報が共有され組織的取組が円滑に行
なわれている。

41.7% 54.2% 0.0% 0.0% 4.2% 95.8% 100.0%

16
会議は効率的に運営されており、教育活動や学校運営の
計画等の共通理解が図られる場となっている。

16.7% 58.3% 20.8% 0.0% 4.2% 75.0% 86.4%

17
教職員が互いに研鑽し、力量を高めることができるよう
に、校内の研究・研修体制が整えられている。

20.8% 62.5% 16.7% 0.0% 0.0% 83.3% 81.8%

18 予算編成
予算委員会などの組織を設けて、予算が適切に立てられ
ている。

54.2% 37.5% 0.0% 0.0% 8.3% 91.7% 95.5%

19 会計報告
公金、準公金ともに透明性が確保され、保護者や市民に
対する説明責任を果たしている。

50.0% 37.5% 0.0% 0.0% 12.5% 87.5% 90.9%

20
教室、特別教室、体育施設等は学習や生活がしやすいよ
うに管理が適切になされている。

29.2% 62.5% 8.3% 0.0% 0.0% 91.7% 95.5%

21 個人情報の管理が適切である。 41.7% 54.2% 4.2% 0.0% 0.0% 95.8% 95.5%

22 PTA活動 ＰＴＡとの連携・協力の推進が図られている。 16.7% 54.2% 16.7% 0.0% 12.5% 70.8% 86.4%

23
地域等と
の連携
協力

学校の教育活動の情報提供・説明が十分になされ、活動
に対する理解が得られている。

20.8% 70.8% 8.3% 0.0% 0.0% 91.7% 90.9%

24 安全対策 学校安全計画に沿って適正に実施されている。 33.3% 58.3% 8.3% 0.0% 0.0% 91.7% 95.5%

25 防災対策
学校防災計画に沿って、緊急避難場所や避難経路・避難
方法等の周知徹底がなされている。

29.2% 58.3% 12.5% 0.0% 0.0% 87.5% 95.5%

26
募集に関する学校説明会や学校情報に関する広報活動が
適切に行われている。

66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0%

いじめに
関する項
目

27
いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未然防止や早期
発見、早期解決に組織的に取り組んでいる。

45.8% 54.2% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0%いじめへの対応

学校教育目標

学校経営方針

職員組織
（校務分掌も含む）

学年経営

職員会議等

研究・研修

学校経理

学校施設
設備

情報管理

教
育
活
動

学
校
経
営

第３期横浜市教育
振興基本計画

教育課程

教科指導

ホームルーム活動

生徒指導

保健指導

環境美化

保護者･地
域等との
連携協力

危機管理

情報公開



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

20.5% 57.7% 19.9% 1.9% 78.2%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 46.8% 41.7% 10.3% 1.3% 88.5%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

50.0% 45.5% 3.2% 1.3% 95.5%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

67.9% 28.8% 1.9% 1.3% 96.8%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

73.1% 24.4% 1.9% 0.6% 97.4%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

75.6% 21.8% 1.3% 1.3% 97.4%

7 発問や説明は適切である。 64.1% 32.7% 2.6% 0.6% 96.8%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

58.3% 37.8% 3.2% 0.6% 96.2%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

58.3% 36.5% 3.2% 1.9% 94.9%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

77.6% 18.6% 1.3% 2.6% 96.2%

項目１の予習・復習については、家庭学習によって、授業で学習したことが定着することを生徒自身が自覚するよう指導
していく。
また、家庭学習の内容を限定的に考えず、新聞の社説の視写や読書の継続が、総合的な国語力の向上に有効であることを
理解して取り組むことの重要性を生徒に伝えていく。
そして、生徒の主体的な学びに繋がるよう、興味・関心をもって学習に取り組めるような「問いづくり」を、常に工夫し
ていく。

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中１国語　南高等学校附属中学校

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

自
分
自
身
に
つ
い
て

①生徒が主体的に国語学習に取り組めるよう、言語活動を取り入れ、「思考力、判断力、表現力」を育てる授業実践を
行った。（項目２・３）
②単元のはじめに学習プランを提示し、その単元で身につける資質・能力を、生徒と共有して授業を行った。（項目２・
３・４・６）
③漢字や言語に関する基礎的な知識が定着するよう、小テストを計画的に実施し、解き直しを課題とした。また、基礎力
診断テストでは、規準点に達するまで再テストや解き直しなどの課題を出した。（項目１・３・５）
④全学年で「読書マラソン」を行い、楽しみながら読書に親しめるよう指導をした。（項目１・２）
⑤全学年で新聞社説の視写を家庭学習の課題とし、読解力・表現力育成の一助とした。（項目１・６）

①さまざまな言語活動を取り入れた授業を通して生徒が主体的に国語学習に取り組み、思考力、判断力、表現力向上させ
ることができた。
②単元のはじめに、身に付けたい資質・能力を明確にすることで、生徒と教師がねらいを共有し、効果的に学習を進める
ことができた。
③小テストの計画的な実施と解き直しによって、漢字や語句の知識が身についていった。
④「読書マラソン」の継続によって、読書の楽しみに気づき、読書に親しむことができた。
⑤新聞社説の視写を継続的に行うことによって、読解力・表現力育成の一助とすることができた。

授業評価については、おおむね満足できる状況である。
ただし、項目１の予習復習に関して、他の項目よりやや数値が低いことが課題である。
言語活動では、常に生徒の学習意欲を引き出すための「問いづくり」を工夫することが課題と言える。



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

35.5% 47.1% 15.5% 1.9% 82.6%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 58.7% 33.5% 7.1% 0.6% 92.3%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

55.5% 34.8% 9.0% 0.6% 90.3%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

75.5% 21.3% 2.6% 0.6% 96.8%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

87.1% 12.3% 0.0% 0.6% 99.4%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

81.3% 17.4% 0.6% 0.6% 98.7%

7 発問や説明は適切である。 83.9% 15.5% 0.0% 0.6% 99.4%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

88.4% 11.0% 0.0% 0.6% 99.4%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

76.8% 21.3% 0.6% 1.3% 98.1%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

87.1% 11.0% 1.9% 0.0% 98.1%

　（ｂ）成果

　（Ｃ）課題

　生徒の学習意欲を高め、自宅等で継続的に学習を積み重ねていくことができるよう、次
年度以降は、自宅学習用の課題を適切に与え、一部評価に繋げる等の働きかけをこれまで
以上に行っていきたい。質問の有無を細やかに確認し、生徒たちの授業に対する安心感を
高めていくことも必要である。また、年度当初だけでなく、その都度生徒に学習計画や単
元計画等を明確に伝え、学習の進捗状況を生徒たちがしっかり把握することができるよ
う、改善を図っていきたい。

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中１社会　南高等学校附属中学校

　（ｄ）改善策

　初見資料を数多く使用したことで、生徒の学習意欲を喚起し、各学級で良好な雰囲気の
もと、学習活動を進めることができた。特に今年度は、生徒たちの「独り学び」と「グ
ループワーク」の使い分けが素晴らしく、メリハリのある学習活動を生徒たちがつくり上
げることができた。また、今年度は、必須ではないものの、自宅学習用として課していた
記述課題に一部の生徒たちが例年以上に意欲的に取り組み、継続的な評価と支援を行うこ
とができたと感じている。

　自宅での学習に意欲的に取り組んだ生徒がいる一方で、自宅での予習・復習や、日々の
授業に対する主体性や積極性にまだまだ課題が残されている。また、年間の学習計画の周
知や、生徒たちとの関係構築の面で、「公平さ」については他の項目と比較して課題が見
受けられる。年間計画等については、その都度、学習の進捗状況を生徒に伝え、生徒に対
する声の掛け方などについては、今一度自分自身を見直し、個々に応じた適切な指導や助
言の在り方を心掛けていきたい。

　中学校社会科の学習を進めていくにあたり、小学校時代の学習内容による格差を生み出
さぬよう、これまで習得した知識に依存した学習に偏るのではなく、様々な資料の読み取
りから思考を深めていく学習活動の構築を進めてきた。歴史的分野では、知識の習得はも
ちろんのこと、一方で、資料に基づいた単純な書き写し作業から、自身の思考を文章化す
る等、様々な記述活動に重点を置いた取り組みを進め、自らの考えを他者に伝える手法に
ついても重点的に学習を積み重ねてきた。

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

43.6% 47.4% 8.3% 0.6% 91.0%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 58.3% 34.6% 7.1% 0.0% 92.9%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

60.3% 36.5% 2.6% 0.6% 96.8%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

59.6% 35.3% 5.1% 0.0% 94.9%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

74.4% 23.7% 1.3% 0.6% 98.1%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

69.2% 30.1% 0.6% 0.0% 99.4%

7 発問や説明は適切である。 71.2% 27.6% 1.3% 0.0% 98.7%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

70.5% 27.6% 1.3% 0.6% 98.1%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

54.5% 39.1% 5.8% 0.6% 93.6%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

75.0% 23.1% 1.3% 0.6% 98.1%

①体系数学を教材とし、発展的な内容を扱った授業を行う。
②完成ノートのチェックシートを配布し、日々チェックを行う。また、計画的に学習を進めるように指導する。
　完成ノートテストを小単元ごとに行い、知識・技能の定着を図る。
③定期テスト、基礎力診断テストの振り返りを毎回、その方法も含めて指導し、評価する。
④基礎力診断テストの得点が８割に満たない生徒に対して、補習、課題の提出と再試験を実施する。
⑤単元毎に学びの足跡を用い、生徒自身が何を学んだのか、現在地を把握できるようにする。
⑥授業内での「問い」の設定を大切にし、生徒の「なぜ？」をもたせるように授業を展開する。
⑦生徒どうしの対話の中で問題を解決し、理解できるように声掛けを行う。

①生徒の理解度を見ながら進めたため、大半の生徒は内容を理解できている。
②日々生徒の完成ノートの進捗状況を確認することができ、小テストの実施が学力の向上につながった。
③個別に対応できるため、生徒の理解度や意欲の向上につながっている。また、次のテストに向けての取り組み方を考え
る良い機会になっている。
④基礎的な力の定着につながった。
⑤学びの足跡を使うことで、生徒自身が単元の中で現在地を知る。
⑥誰もが「なぜ？」をもてる「問い」の設定を行ったことで、数学の得意な生徒もそうでない生徒もともに議論し練り上
げながら授業つくりができた。
⑦質問３で９６．８％という結果を得られた。

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中１数学　南高等学校附属中学校

・質問１で、日々授業の復習をする習慣を身につけさせること。
・正確な計算力にやや課題を抱える生徒がみられること。
・ペア活動、グループ活動等を、質問しやすい活動にしていくこと。

・復習の仕方や内容に対する指導を重点的に行う。生徒の発見を大切にするため、予習ではなく復習に重点を置く。
・定期的に完成ノートテストを続けること、基礎的な計算練習を行わせることで、改善を図る。
・「どこまでわかるのか」を問い、わからない部分を明確にして質問しやすいように指導する。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

35.3% 48.1% 16.0% 0.6% 83.3%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 59.0% 36.5% 3.8% 0.6% 95.5%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

62.8% 34.6% 1.9% 0.6% 97.4%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

59.6% 35.3% 5.1% 0.0% 94.9%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

66.7% 28.2% 4.5% 0.6% 94.9%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

68.6% 29.5% 1.3% 0.6% 98.1%

7 発問や説明は適切である。 68.6% 30.1% 1.3% 0.0% 98.7%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

64.1% 32.7% 3.2% 0.0% 96.8%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

73.7% 24.4% 1.3% 0.6% 98.1%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

82.7% 14.1% 1.3% 1.9% 96.8%

・分散登校やコロナの影響をあり、実験や観察の回数が例年よりも少なかった。工夫
をし実験ができる方法を考えていく必要がある。

・消毒の徹底や、道具の数を増やして共有する場面を減らすことなどで、生徒自身が
実験に取り組める環境をつくる。

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中１理科　南高等学校附属中学校

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

①授業内容と日常生活の関わりを考えたり、学んだことをさらに詳しく調べたりする
課題を設けた。
②単元ごとに時間数の見通しをもって授業計画を立て、授業を行った。
③実験や観察を中心とした授業を展開し、より科学を身近に感じられるよう授業を展
開した。

①課題によって、家庭学習に取り組み、復習をする生徒の割合が高くなった。
②分散登校が１か月あり授業の進度が少し遅れてしまった。
③実験や観察をより多く取り入れ科学的に探究する力を育成することができた。



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

28.6% 48.7% 20.1% 2.6% 77.3%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 55.8% 39.0% 5.2% 0.0% 94.8%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

46.8% 45.5% 7.1% 0.6% 92.2%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

43.5% 42.2% 13.0% 1.3% 85.7%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

65.6% 30.5% 3.2% 0.6% 96.1%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

59.7% 35.7% 4.5% 0.0% 95.5%

7 発問や説明は適切である。 63.0% 34.4% 2.6% 0.0% 97.4%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

60.4% 33.8% 5.2% 0.6% 94.2%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

61.0% 35.1% 2.6% 1.3% 96.1%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

74.0% 20.8% 4.5% 0.6% 94.8%

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中１音楽　南高等学校附属中学校

１.　歌唱、合唱については、コロナ禍の教育制限の中、理論的なものを中心に行った。
２.　生徒の音楽理論曲の統一した定着をはかった。（例　音符、休符の長さなど）
３.　楽しく、よりよい表現をするため曲のアナリーゼを重点的に行った。

１.　コロナ禍における教育制限の中、曲に対する理解は深めることが出来た。
２.　多種の小学校から集まっているので基礎の初めから確認したことはよかった。
３.　より深い表現をするのに役立った。

１.　コロナ禍における表現力の説明について情報を収集すべきである。
２.　もう少し丁寧な説明が必要である。
３.　もう少しわかりやすい説明が必要である。

１.表現分野について、鑑賞教育とリンクさせた指導を行う。
２.ていねいに説明していく。
３.資料作成にあたりさらに工夫をする。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

27.9% 35.1% 26.0% 11.0% 63.0%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 57.8% 37.7% 3.9% 0.6% 95.5%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

53.9% 37.7% 8.4% 0.0% 91.6%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

46.1% 34.4% 15.6% 3.9% 80.5%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

55.2% 38.3% 6.5% 0.0% 93.5%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

52.6% 40.3% 7.1% 0.0% 92.9%

7 発問や説明は適切である。 56.5% 38.3% 5.2% 0.0% 94.8%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

52.6% 35.7% 11.0% 0.6% 88.3%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

51.9% 38.3% 9.7% 0.0% 90.3%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

71.4% 24.0% 4.5% 0.0% 95.5%

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中１美術　南高等学校附属中学校

表現の基礎を理解させるように進めていった。

一人一人に表現の仕方に差はあるが、対象のとらえ方は上手に出来るようになった。

個人の技能の差があり、それが意欲の差にもなっている。

個別に丁寧にアドバイスをしていく。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

33.8% 44.2% 18.2% 3.9% 77.9%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 61.7% 31.8% 5.2% 1.3% 93.5%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

48.1% 39.0% 11.7% 1.3% 87.0%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

69.5% 26.0% 4.5% 0.0% 95.5%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

72.7% 25.3% 0.6% 1.3% 98.1%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

69.1% 28.9% 2.0% 0.0% 98.0%

7 発問や説明は適切である。 60.4% 33.1% 5.8% 0.6% 93.5%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

57.8% 34.4% 7.1% 0.6% 92.2%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

59.1% 33.1% 5.8% 1.9% 92.2%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

62.3% 27.3% 8.4% 1.9% 89.6%

①運動への苦手意識が、そのまま授業への取り組みに影響し、消極的になる生徒がいた。
②新体力テストの結果が全国平均より下回る種目が多くある。特に筋力、瞬発力。

①授業評価では、どの項目もおおむね高い評価を受けた。授業開始前に道具を準備したり
整列指示を出す様子も見られ主体的に取り組もうとする生徒が増えてきたことがうかがえ
る。
②生徒一人ひとりへの声掛けの機会が増え、個に応じた指導を充実させることができた。
家庭でのエクササイズを継続的に取り組めている生徒が一部いる。

①運動が苦手な生徒、コミュニケーションに課題のある生徒がいることを常に意識して、
どの単元でもチームやペアで協力して活動する場を大切にしていく。
②例年行っていた「サーキットトレーニング」を授業の始めに取り入れ、個々の課題や目
標にあった運動で体力の向上を目指す。

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中１保健体育　南高等学校附属中学校

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

①オリエンテーションで保健体育科の授業の学び方、挨拶、整列、準備運動といった基本
の授業規律を徹底し、集団での行動がスムーズにできるように指導した。
②感染症対策として、授業集団を通常の3分の1の人数に分けて実施した。また、分散登校
中は家庭で取り組める運動や個人で手軽に行えるエクササイズを多く取り入れた。



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

27.3% 37.0% 27.9% 7.8% 64.3%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 44.2% 38.3% 15.6% 1.9% 82.5%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

34.4% 37.7% 26.0% 1.9% 72.1%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

44.8% 32.5% 19.5% 3.2% 77.3%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

42.2% 31.8% 20.1% 5.8% 74.0%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

45.5% 37.7% 14.3% 2.6% 83.1%

7 発問や説明は適切である。 44.2% 33.8% 18.2% 3.9% 77.9%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

46.8% 31.2% 20.1% 1.9% 77.9%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

37.0% 32.5% 22.1% 8.4% 69.5%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

55.8% 33.1% 7.1% 3.9% 89.0%

　（ａ）取り組み

①パソコンを基礎学習を発展させる教材とし使っている

　課題学習を意識し行っています。

②自己の考え、表現が個性を生かせるロボットの制御プログラムを取り入れた

　（ｂ）成果

①興味を持ち積極的にパソコンに取り組んでいる。

②楽しんで表現操作し、相互に教えあえる環境を作れてる。

③ワープロの授業を増やしたことによりPCの利用範囲が広がっています

　（Ｃ）課題

①相互方向の機器の働きの重点化に更に取り組みたい。

②携帯電話の普及により情報入力の方法の違いとモラルの課題を考えたい

③情報伝達と制御の関連性を検討する必要がある

　（ｄ）改善策

①スマートフォンとパソコンの使い道の違いと目的をはっきり区別させる

②プログラムの組み立て構成を進める

＜授業評価を受けて＞

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中１技術　南高等学校附属中学校



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

43.5% 40.9% 14.9% 0.6% 84.4%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 62.3% 34.4% 2.6% 0.6% 96.8%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

61.7% 36.4% 1.3% 0.6% 98.1%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

56.5% 37.0% 5.2% 1.3% 93.5%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

71.4% 24.7% 3.2% 0.6% 96.1%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

63.6% 32.5% 3.9% 0.0% 96.1%

7 発問や説明は適切である。 68.8% 27.3% 3.9% 0.0% 96.1%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

63.0% 31.8% 4.5% 0.6% 94.8%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

64.3% 29.2% 5.8% 0.6% 93.5%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

71.4% 20.8% 5.8% 1.9% 92.2%

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中１家庭　南高等学校附属中学校

　（ｂ）成果

〇 新型コロナの流行状況に応じて、授業計画を変更しながら、授業を進めた。

〇 生活に必要な衣・食・住と幅広い内容を日常生活に結び付け、実習と組み合わせて
考える授業を展開したが、実習時間の確保が難しいところもあった。

〇 臨機応変に授業計画を変更したことにより、食生活分野の実習時間を確保すること
ができた。
〇 生活技術がしっかりと身についているといえる生徒は多くはないが、日常生活と結
び付けて授業を展開したことで、授業に対する興味関心は全体的に高くなっている。

〇 授業時間数が少なく、生活技術を定着させるためには繰り返しの練習が必要である
が、その時間を十分に確保することができない。
〇 例年のことではあるが、１０月から技術の授業から家庭科の授業に代わり、数回の
授業で授業評価を行うのは厳しいと感じる。

〇 生活技術の習得については、学校の授業で行うだけでは不十分である。家庭で自発
的に練習の機会を作ってもらえるような授業内容や技術の習得意欲が高まる授業内容
を考えていきたい。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

62.2% 32.7% 3.8% 1.3% 94.9%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 67.3% 30.1% 1.9% 0.6% 97.4%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

58.3% 33.3% 7.7% 0.6% 91.7%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

75.6% 21.8% 1.9% 0.6% 97.4%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

80.1% 18.6% 0.6% 0.6% 98.7%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

72.4% 25.0% 1.9% 0.6% 97.4%

7 発問や説明は適切である。 73.1% 25.0% 1.3% 0.6% 98.1%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

75.0% 23.1% 1.3% 0.6% 98.1%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

71.2% 25.6% 1.9% 1.3% 96.8%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

73.7% 22.4% 1.9% 1.9% 96.2%

① 小学校外国語活動との違いやラウンド制授業について生徒が十分に理解したことで、意欲的に学
習する動機付けとなり、項目１は過去４年間で最高値の評価を得られた。
② 生徒が活動ごとの目的を理解してから授業に臨んだことで、項目２は昨年度より２．４ポイント
の改善が見られた。

① 様々な活動を通して教科書の本文に繰り返し触れるラウンド制の授業方法を理解してもらうため、活動ごとに
生徒にねらいを説明し、個人目標を設定してから授業を進めた。
②４月当初は授業規律・ペア活動の臨み方・家庭学習について丁寧に指導するよう心掛けた。また、各ラウンドの
導入時には「このラウンドを通して身につけたい力」「そのために取り組めること」をプリントとともに説明し、
その後生徒自身で「どのように学ぶか」を考え、活動前・中・後に書いて振り返るする機会をもうけた。

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中１英語　南高等学校附属中学校

① 易しい英語を用いた授業を心掛けたが、項目３は昨年度マイナス3.9%であった。
② 生徒とのインタラクションに重きを置いて授業を進めたが、項目９は昨年度マイナス3.4％であっ
た。
③ 評価基準を単元・発表活動の前に周知する機会を設けたが、項目１０は昨年度マイナス3.8％で
あった。

① 生徒が分かりやすい発問・補問の投げかけをスモールステップで行う。
② 一方的なTeacher's Talkではなく、elicitingを通して生徒から発言を引き出しながら授業を展開
する。
③ 評価前の基準周知をよりわかりやすく行い、評価票配付の際の説明を丁寧に行う。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

27.6% 55.1% 14.1% 3.2% 82.7%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 49.4% 44.2% 5.8% 0.6% 93.6%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

63.5% 35.9% 0.6% 0.0% 99.4%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

74.4% 23.7% 1.9% 0.0% 98.1%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

84.6% 14.7% 0.6% 0.0% 99.4%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

80.1% 19.2% 0.6% 0.0% 99.4%

7 発問や説明は適切である。 82.7% 16.7% 0.6% 0.0% 99.4%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

80.1% 17.9% 1.3% 0.6% 98.1%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

76.3% 19.9% 2.6% 1.3% 96.2%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

78.8% 19.9% 0.6% 0.6% 98.7%

・今年度の取り組みは、おおむね指導のねらいに達成していると考えられる。

①チャレンジ課題や、各単元の学習成果物の提出がそろわない場面がある。

②昨年度に引き続きコロナ感染拡大防止の影響もあり、四領域のうち「話す」学習の場面が限られている。

③生徒たちがより主体的、意欲的に授業や学びに向かえるようにしたい。

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中２国語　南高等学校附属中学校

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

自
分
自
身
に
つ
い
て

③生徒たちがより主体的、意欲的に学びに向かえるように、各単元での導入や言語活動の設定を、さらに実生活に結びつ
いたものになるよう工夫する。

・新学習指導要領全面実施に沿って、学習単元表を「身に付けたい資質・能力」をポイントに据えて作成し、生徒自身が
見通しをもって各単元の学習に取り組めるようにしている。

・昨年度より継続して、家庭学習の習慣作りとしてチャレンジ新聞、チャレンジ漢字の課題提示を定期的に行っている。

・言語活動の設定を、校外学習の場面や総合的な学習の内容と結び付けて、「身に付けたい資質・能力」を実践的に生か
せるようにしている。

①各成果物の提出がそろうように、声かけを確実に繰り返す。課題に要するおおよその時間を伝え、完成までの見通しを
立てやすいようにする。

②「話す」学習の「身に付けたい資質・能力」と、「読む」「書く」の「身に付けたい資質・能力」とが深くつながって
いることを説明し、「話す」学習で学んだことを他領域の学習場面で生かせるようにしていく。



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

32.7% 50.6% 12.2% 4.5% 83.3%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 56.4% 38.5% 4.5% 0.6% 94.9%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

51.3% 44.9% 3.8% 0.0% 96.2%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

76.3% 21.8% 1.3% 0.6% 98.1%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、授業に
熱心に取り組んでいる。

82.1% 17.3% 0.6% 0.0% 99.4%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

85.9% 14.1% 0.0% 0.0% 100.0%

7 発問や説明は適切である。 84.0% 15.4% 0.6% 0.0% 99.4%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

78.2% 20.5% 1.3% 0.0% 98.7%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

76.9% 20.5% 1.3% 1.3% 97.4%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

84.0% 15.4% 0.6% 0.0% 99.4%

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
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て

令和３年度生徒授業評価
中２社会　南高等学校附属中学校

①単元ごとに「学びのプラン」を作成し、学習と評価の見通しをもって学習できるようにした。

　（Ｃ）課題

②質問１の項目で肯定的な評価が83.3％にとどまり、他の項目に比べて低かった。

②単元ごとに教科書の内容で一問一答形式で取り組む「予習プリント」を作成した。

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

①休校と分散登校で年間計画と具体を示す「学びのプラン」にずれが生じた部分があった。

③教科会で歴史分野の学習課題について共有をし、深めていく。

③単元や授業の課題を明確化し、課題解決的な学習を心掛けた。

①単元の課題を意識して学習し、単元の内容を振り返ることができた。

②事前に教科書に触れることで、生徒が授業の内容にスムースに入ることができた。

③質問６の項目で、肯定的な評価で100％を達成できた。

　（ｄ）改善策

②「学びのプラン」の単元のまとめで行っている復習について生徒に再度、説明する。

①重点的に扱う内容を精査し、年間計画に沿う形で授業を展開する。

　（ｂ）成果

③歴史的分野の授業で、課題解決的な学習が少なくなってしまった。



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

41.8% 43.7% 12.7% 1.9% 85.4%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 57.0% 37.3% 4.4% 1.3% 94.3%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

47.5% 42.4% 8.2% 1.9% 89.9%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

72.8% 21.5% 5.1% 0.6% 94.3%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

80.4% 17.7% 1.9% 0.0% 98.1%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

79.1% 20.3% 0.6% 0.0% 99.4%

7 発問や説明は適切である。 81.6% 15.8% 2.5% 0.0% 97.5%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

81.0% 17.7% 0.6% 0.6% 98.7%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

79.7% 16.5% 3.2% 0.6% 96.2%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

81.0% 17.1% 1.9% 0.0% 98.1%

・質問３で、９０％を下回っていること。

　（ｄ）改善策

・日常的に計算に触れさせ、課題発見、道筋を捉えた後に自分の力で課題を解決
するように指導する。

・毎時間の復習指導も計画性をもって行い、各授業の理解度の把握、定着を図る。

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

③理解の進んでいない生徒に対するフォローを生徒どうしでする姿が見られた。

・基本的な計算に対する正確性が低い。

④基礎力診断テスト結果による再テストだけでなく、補習や、希望制の学習会を行った。

④意欲はあるものの苦手意識の高い生徒に対するフォローを十分に行えた。

令和３年度生徒授業評価
中２数学　南高等学校附属中学校

①完成ノートチェックシートを配布し、日々チェックを行う。また、計画的に学習するように指導した。

②定期テストや基礎力診断テストの振り返りを毎回行い、今後の学習の方向性を示した。

③生徒どうしの対話の中で問題を解決し、理解できるように声掛けを行った。

①日々完成ノートを進める姿が見られた。

　（Ｃ）課題

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

②振り返りを通した個別のフィードバックの中で、きちんと振り返りを行うようになった。



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

43.9% 42.7% 11.5% 1.9% 86.6%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 61.8% 34.4% 2.5% 1.3% 96.2%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

51.6% 44.6% 3.2% 0.6% 96.2%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

83.4% 15.9% 0.6% 0.0% 99.4%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

87.9% 10.2% 1.3% 0.6% 98.1%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

87.9% 11.5% 0.6% 0.0% 99.4%

7 発問や説明は適切である。 89.2% 10.2% 0.6% 0.0% 99.4%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

87.9% 10.8% 1.3% 0.0% 98.7%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

79.0% 19.1% 0.6% 1.3% 98.1%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

87.3% 12.7% 0.0% 0.0% 100.0%

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中２理科　南高等学校附属中学校

①令和2年度に比べ予習・復習をする生徒の割合がやや低下した。授業が週に4コマになったため、課題の
提出回数が増加し、負担となったのか、自宅学習シートの提出率が少し下がった。
②単元ごとの詳細な指導計画を伝えられていないので、計画の説明が不十分に感じた生徒がいるようであ
る。
③資料をclassroomで配布するには手間がかかり、分散登校が終わった後は配布をしなくなった。

①自宅学習シートの提出状況を示し、未提出の生徒に声をかける。また、授業中に記入の時間を確保す
る。
②授業で学ぶ新鮮さを残しつつ、見通しを持てるような計画の伝え方を考える。
③必要に応じてchromebookの活用ができるように、情報機器の操作について学ぶ。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

①令和2年度に引き続き、授業内容と日常生活の関わりを考えたり、学んだことをさらに詳しく調べたりす
る課題（自宅学習シート）を設けた。
②単元ごとに時間数の見通しをもって授業計画を立て、授業を行った。
③9月の分散登校期間中は、自宅でプリントによる予習を行い、登校時の意見交流をしながら思考する学習
を行った。また、登校時に授業で使用した資料を自宅でも見られるようにclassroomを通じて配布した。

①令和2年度と同様に、復習の課題として生徒が取り組んだ。
②令和3年度は、4月にきちんとガイダンスをすることができたため、年間指導計画が令和2年度よりも生徒
にきちんと伝わった。分散登校期間があったものの、年度内に2学年の学習内容を終えることができた。
③資料をclassroomで配布したことで、授業を欠席した生徒も学習に取り組むことができた。



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

13.0% 46.1% 30.5% 10.4% 59.1%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 60.4% 31.2% 6.5% 1.9% 91.6%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

47.4% 44.2% 7.8% 0.6% 91.6%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

39.0% 42.9% 16.2% 1.9% 81.8%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

68.8% 26.6% 4.5% 0.0% 95.5%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

59.7% 33.8% 5.8% 0.6% 93.5%

7 発問や説明は適切である。 57.8% 33.1% 7.1% 1.9% 90.9%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

51.9% 43.5% 2.6% 1.9% 95.5%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

64.9% 28.6% 5.8% 0.6% 93.5%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

61.7% 31.8% 4.5% 1.9% 93.5%

令和３年度生徒授業評価
中２音楽　南高等学校附属中学校

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

１.　歌唱、合唱については、コロナ禍の教育制限の中、理論的なものを中心に行った。
２.　生徒の音楽理論曲の統一した定着をはかった。（例　音符、休符の長さなど）
３.　楽しく、よりよい表現をするため曲のアナリーゼを重点的に行った。

１.　コロナ禍における教育制限の中、曲に対する理解は深めることが出来た。
２.　基礎を再確認・復習したことにより、楽曲に対しての関心度が高まった。
３.　より深い表現をするのに役立った。

１.　コロナ禍における表現力の説明について情報を収集すべきである。
２.　もう少し丁寧な説明が必要である。
３.　もう少しわかりやすい説明が必要である。

１.表現分野について、鑑賞教育とリンクさせた指導を行う。
２.ていねいに説明していく。
３.資料作成にあたりさらに工夫をする。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

26.0% 34.4% 24.7% 14.9% 60.4%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 67.5% 28.6% 3.2% 0.6% 96.1%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

56.5% 36.4% 5.8% 1.3% 92.9%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

46.8% 44.8% 7.1% 1.3% 91.6%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

58.4% 35.7% 5.8% 0.0% 94.2%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

66.9% 31.2% 1.9% 0.0% 98.1%

7 発問や説明は適切である。 62.3% 35.1% 2.6% 0.0% 97.4%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

60.4% 34.4% 5.2% 0.0% 94.8%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

59.7% 37.0% 3.2% 0.0% 96.8%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

72.7% 23.4% 3.9% 0.0% 96.1%

令和３年度生徒授業評価
中２美術　南高等学校附属中学校

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

表現の基礎を理解させるように進めていった。

一人一人に表現の仕方に差はあるが、対象のとらえ方は上手に出来るようになった。

個人の技能の差があり、それが意欲の差にもなっている。

個別に丁寧にアドバイスをしていく。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

33.8% 44.2% 15.6% 6.5% 77.9%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 69.5% 22.7% 6.5% 1.3% 92.2%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

51.3% 40.3% 7.1% 1.3% 91.6%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

74.7% 21.4% 3.2% 0.6% 96.1%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

81.2% 16.9% 1.9% 0.0% 98.1%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

78.1% 19.9% 2.0% 0.0% 98.0%

7 発問や説明は適切である。 72.1% 21.4% 5.2% 1.3% 93.5%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

64.9% 27.3% 3.9% 3.9% 92.2%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

64.9% 24.7% 7.1% 3.2% 89.6%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

53.9% 37.0% 6.5% 2.6% 90.9%

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中２保健体育　南高等学校附属中学校

①授業評価では、どの項目も90%以上と高い評価を受けた。授業開始前に道具を準備した
り整列指示を出す様子も見られ主体的に取り組もうとする生徒も増えてきたことがうかが
える。
②ペアでの活動ではどのような声掛けをしたらよいか、アドバイスをする際の着目点を例
などを示すことで活発な活動につながったと考えられる。

①次に学習する単元のルールをまとめる課題などを出すことで、ルールの理解や種目の知
識量が学習意欲につながると考える。
②チームやペアで協力して活動する場を大切にしていく。生徒の生活の様子をできるだけ
把握しておく必要がある。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

①オリエンテーションで保健体育科の授業の学び方、挨拶、整列、準備運動といった基本
の授業規律を徹底し、集団での行動がスムーズにできるように指導した。
②運動が苦手な生徒、コミュニケーションに課題のある生徒がいることを常に意識して、
どの単元でもチームやペアで協力して活動する場を大切にしていく。

①予習・復習など学習の準備をして意欲的に学習に取り組んでいるの回答が80％を下回っ
た。
②クラスでの友人関係がそのまま授業に影響し、消極的になる生徒もいる。



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

26.6% 38.3% 28.6% 6.5% 64.9%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 47.4% 35.1% 14.9% 2.6% 82.5%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

38.3% 42.2% 18.8% 0.6% 80.5%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

40.3% 39.6% 16.9% 3.2% 79.9%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

53.9% 35.1% 9.7% 1.3% 89.0%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

51.3% 35.7% 10.4% 2.6% 87.0%

7 発問や説明は適切である。 45.5% 42.2% 9.7% 2.6% 87.7%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

44.8% 42.2% 11.0% 1.9% 87.0%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

61.7% 29.2% 7.1% 1.9% 90.9%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

65.6% 29.2% 3.2% 1.9% 94.8%

　（ａ）取り組み

①授業計画をしっかり押さえ授業の目的と流れをおさえた

②目的をしっかり押さえた展開をした。

　（ｂ）成果

①興味を持つための実験や機器を使い取り組めた。

②事前に次の授業の内容を説明してあるので事前学習を減らした

　（Ｃ）課題

①領域を超え融合した授業展開ができた。今後も個人が理解できる機器を揃えたい

　（ｄ）改善策

①目的をしっかりと押さえ、毎授業の目的をさらに分かりやすい説明をしたい

＜授業評価を受けて＞

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中２技術　南高等学校附属中学校



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

40.9% 37.7% 16.2% 5.2% 78.6%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 68.2% 26.6% 4.5% 0.6% 94.8%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

64.3% 30.5% 5.2% 0.0% 94.8%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

71.4% 24.7% 3.2% 0.6% 96.1%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

76.0% 22.7% 1.3% 0.0% 98.7%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

75.3% 21.4% 3.2% 0.0% 96.8%

7 発問や説明は適切である。 72.7% 24.7% 2.6% 0.0% 97.4%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

71.4% 24.0% 3.9% 0.6% 95.5%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

77.3% 20.1% 1.3% 1.3% 97.4%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

70.1% 24.0% 4.5% 1.3% 94.2%

令和３年度生徒授業評価
中２家庭　南高等学校附属中学校

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

〇新型コロナ感染症予防のため様々な制約はあったが、個人作業で取り組める環境を
整え、可能な限り実習を実施し、生活技術の習得と技術の向上を目指す授業を実施し
た。

〇技術面だけでなく、日常生活に必要な知識の面においても生徒の実生活を振り返る
機会をつくり、健康でより良い生活を送るための知識をもとに授業に対する興味関心
は全体的に高くなっている。

〇授業には意欲的に取り組んではいたものの、生活技術を定着させるためには繰り返
し実施することが必要であり、授業だけではその時間を十分に確保することができな
い。今年度も時間的な部分など厳しいものがあった。
〇例年のことではあるが、１１月から技術の授業から家庭科の授業に代わり、数回の
授業で授業評価を行うのは厳しいと感じる。

〇生活技術の習得については、学校の授業で行うだけでは不十分である。家庭で自発
的に練習の機会を作ってもらえるような魅力的な授業内容や技術の習得意欲が高まる
題材を工夫していきたい。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

44.2% 41.7% 9.6% 4.5% 85.9%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 62.8% 29.5% 7.1% 0.6% 92.3%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

59.0% 26.9% 12.2% 1.9% 85.9%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

74.4% 23.1% 1.9% 0.6% 97.4%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、、授業
に熱心に取り組んでいる。

77.6% 18.6% 2.6% 1.3% 96.2%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

73.7% 20.5% 5.1% 0.6% 94.2%

7 発問や説明は適切である。 73.1% 21.8% 4.5% 0.6% 94.9%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

71.2% 23.7% 3.8% 1.3% 94.9%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

77.6% 16.7% 4.5% 1.3% 94.2%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

83.3% 14.1% 2.6% 0.0% 97.4%

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中２英語　南高等学校附属中学校

①ラウンド制の学習方法を理解し、主体的に学習に取り組む意識づけをするため、活動ごとに生徒にねらいを説明
しながら授業を進めた。具体的には、「学びのプラン」を用いて各ラウンド導入の説明で「このラウンドを通して
身につけたい力」「そのために取り組めること」をプリントとともに説明し、その後生徒自身で「どのように学ぶ
か」を考え、書いてまとめる機会をもうけた。
②授業中の活動がより充実したものになるよう、授業規律・ペア活動の臨み方・家庭学習について丁寧に指導する
よう心掛けた。
③ 易しい英語で授業を進め、自分のことについて英語を用いて話す活動を毎時間設定することで、生徒が英語で
考え、英語のやり取りで授業が進められるよう努めた。

①生徒が、学びのプランをもとに年間のラウンド制の学習を理解し、活動ごとの目的と学び方を理解してから授業
に臨むことができた。（項目２，４，５）
②英語によるコミュニケーションにおいては、「わからない」ことを当然としながら、その場で教員と英語で確認
したり、生徒同士で話し合う機会を多く設けたことで、生徒が英語で考え、英語のやり取りで授業を進めることに
慣れることができている。（項目２、８，９）

① 生徒の学習意欲を刺激する授業を心掛けたが、項目２は昨年度マイナス3.1%であり、主体的・積極的に授業に
参加するような授業を展開する必要がある。
② 生徒が主体的に学習に取り組む意識づけを心がけたが、項目１は昨年度マイナス８％であり、予習・復習な
ど、授業外での取り組みについて周知が不十分であった。
③ 易しい英語を用いた授業を心掛けたが、項目３は昨年度マイナス１０％であった。生徒が分かりやすい発問や
説明となるようさらに意識する必要がある。

① すべての生徒が主体的・積極的に授業に参加できるように、個に応じた支援・指導を意識する。
② 新単元ごとに年間計画を示し、部分と全体を確認しながら学習内容を具体的に生徒に説明する。
③ Easy English, Simple Englishをより意識した発話を心掛ける。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

18.2% 53.2% 23.4% 5.2% 71.4%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 51.3% 39.0% 7.8% 1.9% 90.3%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

41.6% 53.2% 4.5% 0.6% 94.8%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

64.3% 29.9% 5.2% 0.6% 94.2%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、授業に
熱心に取り組んでいる。

76.0% 21.4% 1.3% 1.3% 97.4%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

73.4% 23.4% 3.2% 0.0% 96.8%

7 発問や説明は適切である。 70.1% 24.7% 3.9% 1.3% 94.8%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

64.9% 29.9% 3.9% 1.3% 94.8%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

68.8% 23.4% 5.2% 2.6% 92.2%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

81.2% 16.2% 2.6% 0.0% 97.4%

・家庭学習の課題内容、取り組み方法、評価の方法を明示し、家庭学習の習慣作りを促進する。

　特に家庭学習の習慣作りとして、チャレンジ新聞、チャレンジ漢字の課題提示を継続的に行った。

・コロナ感染防止に伴い、学習単元の精選をおこない、予防対策の環境下での学習活動を展開した。

・今年度設定した目標は、おおむ達成していると考えられる。

・項目５，６より、学習単元目標は有効だったと考えられる。

・今年度の学習状況を引き継いだ、学習計画の作成をする。

・学年および教科内で、予習復習等の主体的に学習に取り組む態度の項目の評価について検討する。

授
業
や
先
生
に
つ
い
て

令和３年度生徒授業評価
中３国語　南高等学校附属中学校

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

・項目１より、チャレンジ漢字、チャレンジ新聞の学習が習慣になっている生徒と取り組めていない生徒がい
 ると考えられる。

自
分
自
身
に
つ
い
て

・単元ごとの学習計画表を、生徒の実態に合わせて更新し、見通しをもって主体的・積極的に学習に取り組め
 るようにする。

・長期欠席や附属中学校の学習スタイルになじまない生徒たちの、学習に関する関心意欲項目の評価について
 考えていきたい。



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

37.0% 44.8% 16.2% 1.9% 81.8%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 63.6% 29.9% 5.8% 0.6% 93.5%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

52.6% 42.2% 4.5% 0.6% 94.8%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

77.3% 19.5% 3.2% 0.0% 96.8%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、授業に
熱心に取り組んでいる。

82.5% 15.6% 1.9% 0.0% 98.1%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

83.8% 15.6% 0.6% 0.0% 99.4%

7 発問や説明は適切である。 79.2% 19.5% 0.6% 0.6% 98.7%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

79.9% 17.5% 2.6% 0.0% 97.4%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

70.1% 24.7% 4.5% 0.6% 94.8%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

77.9% 19.5% 1.9% 0.6% 97.4%

令和３年度生徒授業評価
中３社会　南高等学校附属中学校

①授業内容や身に付けて欲しい資質・能力などを書いた「単元計画」を毎回の単元初めに生徒に配布
し、作成し、見通しをもって学習できるようにした。

　（Ｃ）課題

③再度「予習プリント」の意義と復習の仕方について生徒に説明をする。

④授業の主発問を整理し、グループワークや課題解決的な学習を心掛けた。

①見通しをもって取り組み、単元の課題を意識して学習することができた。

③事前に教科書を読むことにより、授業での理解が深まった。質問項目1の数値が上がった。

　（ｄ）改善策

自
分
自
身
に
つ
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て

授
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つ
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て

＜授業評価を受けて＞

②単元のまとめについて、質問の意図が伝わりづらい部分があった。

②毎回の授業のふり返り時に、単元の課題に対するふり返りも同時に行うようにした。

①１年間の単元計画を早期に作成する。

③単元ごとに教科書の内容で一問一答形式で取り組む「予習プリント」を作成し、単元終わりに小テ
ストを実施した。

　（ａ）取り組み

②単元の課題について、発問の意図を丁寧に説明をする。

①年間計画と具体を示す「単元計画」にずれが生じた部分があった。

　（ｂ）成果

③予習プリントの定着度合いが、生徒によってばらつきがでてしまった。

②単元のまとめを書くときに、内容を整理しやすくなった。



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

36.6% 45.8% 13.1% 4.6% 82.4%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 60.1% 34.6% 3.9% 1.3% 94.8%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

46.4% 44.4% 8.5% 0.7% 90.8%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

71.2% 25.5% 3.3% 0.0% 96.7%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、授業に
熱心に取り組んでいる。

85.6% 12.4% 1.3% 0.7% 98.0%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

83.7% 13.1% 3.3% 0.0% 96.7%

7 発問や説明は適切である。 86.3% 11.8% 2.0% 0.0% 98.0%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

78.4% 19.6% 2.0% 0.0% 98.0%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

78.4% 19.6% 1.3% 0.7% 98.0%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

85.0% 13.1% 2.0% 0.0% 98.0%

自
分
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に
つ
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て
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業
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て

令和３年度生徒授業評価
中３数学　南高等学校附属中学校

①体系数学を教材とし、発展的な内容を扱った授業を行う。
②完成ノートのチェックシートを配布し、日々チェックを行う。また、計画的に学習を進めるように指導する。
③定期テスト、基礎力診断テストの振り返りを毎回、その方法も含めて指導し、評価する。
　 特に、定期テスト、基礎力診断テストの直しについては、しっかり丁寧に行った。
④基礎力診断テストの得点が８割に満たない生徒に対して、補習、課題の提出と再試験を実施する。
⑤自己評価カードを記入させ、生徒の理解度や疑問を把握するよう努めている。
⑥授業内での「問い」の設定を大切にし、生徒の「なぜ？」をもたせるように授業を展開した。
⑦生徒どうしの対話の中で問題を解決し、理解できるように声掛けを行った。

①生徒の理解度を見ながら進めたため、大半の生徒は内容を理解できている。
②日々生徒の完成ノートの進捗状況を確認することができ、学力の向上につながった。
③個別に対応できるため、生徒の理解度や意欲の向上につながっている。また、次のテストに向けての取り組み方を考え
る良い機会になっている。
④基礎的な力の定着につながった。
⑤自己評価カードの内容をもとに、生徒の疑問を把握、共有することも行えた。
⑥誰もが「なぜ？」をもてる「問い」の設定を行ったことで、数学の得意な生徒もそうでない生徒もともに議論し練り上
げながら授業つくりができた。
⑦主体的、積極的に授業に参加している生徒が増加した。

・質問３で、そう思う、ややそう思うが合わせて９０％であり、理解できていない生徒が一定数いるということ。
・正確な計算力にやや課題を抱える生徒がみられること。

・授業の時間内で生徒の様子をしっかりと観察し、理解が遅い場合に適切な支援を行う。
・定期的に基礎的な計算練習を行わせることで、改善を図る。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

35.8% 45.0% 16.6% 2.6% 80.8%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 61.6% 35.8% 2.0% 0.7% 97.4%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

57.0% 37.7% 4.0% 1.3% 94.7%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

83.4% 16.6% 0.0% 0.0% 100.0%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、授業に
熱心に取り組んでいる。

76.2% 22.5% 0.7% 0.7% 98.7%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

82.8% 15.9% 0.7% 0.7% 98.7%

7 発問や説明は適切である。 80.1% 19.2% 0.0% 0.7% 99.3%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

78.1% 18.5% 2.6% 0.7% 96.7%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

80.8% 16.6% 2.0% 0.7% 97.4%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

86.1% 12.6% 0.7% 0.7% 98.7%

・項目番号１の「予習・復習など学習の準備をして意欲的に学習に取り組んでいる。」について、「あまりそう思わな
い」「そう思わない」と回答している生徒が一定数おり、他の項目番号と比較して、ポイントがやや低くなっている。

・わたしの週プランなどを活用し、家庭学習の習慣づくりに取り組むとともに、学習の仕方について具体的にアドバイス
をしたり、予習・復習を行うことの意義を伝えたりするなど、学年で連携して働きかけを継続していく。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

①生徒が単元の見通しや目的意識をもち、主体的に学習に取り組むことができるよう、単元における１時間ごとの学習内
容と評価計画を示した「学びのプラン」を作成し、配付した。
②本物にふれる体験を重視し、観察や実験を中心とした授業を行った。
③理科の目標である「科学的に探究する力の育成」を図るため、探究に必要な「基本的な知識や技能を習得する活動」
と、習得した知識や技能を活用して「科学的に探究する活動」を計画的に単元に組み入れ、指導を行った。
④ノートは板書を写すのではなく、各自が工夫してまとめるよう指導し、その取り組みに応じた評価を行った。

①「学びのプラン」により、１時間ごとの授業のねらい（評価のポイント）や単元全体を通した授業のつながりが明確に
なり、生徒が見通しをもって、主体的に学習に取り組むことができた。
②観察や実験を通して自然の美しさや不思議にふれ、理科への興味関心を高めることができた。
③科学的に探究する活動を通して、「問題を見いだす」「課題を解決する方法を立案する」「結果を分析して解釈し表現
する」などの、科学的に探究する力を育成することができた。
④自分なりに考え、工夫してノートをまとめる生徒が多くなり、思考力・表現力が向上した。
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令和３年度生徒授業評価
中３理科　南高等学校附属中学校



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

24.3% 37.5% 23.7% 14.5% 61.8%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 57.2% 36.2% 5.3% 1.3% 93.4%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

44.1% 40.8% 13.2% 2.0% 84.9%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

46.7% 42.1% 8.6% 2.6% 88.8%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、授業に
熱心に取り組んでいる。

75.0% 23.0% 2.0% 0.0% 98.0%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

65.1% 31.6% 2.6% 0.7% 96.7%

7 発問や説明は適切である。 67.8% 28.9% 2.0% 1.3% 96.7%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

59.2% 34.2% 5.3% 1.3% 93.4%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

73.0% 25.0% 2.0% 0.0% 98.0%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

83.6% 15.8% 0.7% 0.0% 99.3%

令和３年度生徒授業評価
中３音楽　南高等学校附属中学校

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

１.　歌唱、合唱については、コロナ禍の教育制限の中、理論的なものを中心に行った。
２.　生徒の音楽理論曲の統一した定着をはかった。（例　音符、休符の長さなど）
３.　楽しく、よりよい表現をするため曲のアナリーゼを重点的に行った。

１.　コロナ禍における教育制限の中、曲に対する理解は深めることが出来た。
２.　基礎を大切にし、応用についての理解が深まり、探究する姿もみられた。
３.　より深い表現をするのに役立った。

１.　コロナ禍における表現力の説明について情報を収集すべきである。
２.　もう少し丁寧な説明が必要である。
３.　もう少しわかりやすい説明が必要である。

１.表現分野について、鑑賞教育とリンクさせた指導を行う。
２.ていねいに説明していく。
３.資料作成にあたりさらに工夫をする。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞
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項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

19.7% 40.8% 22.4% 17.1% 60.5%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 61.2% 34.9% 2.6% 1.3% 96.1%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

55.3% 34.9% 8.6% 1.3% 90.1%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

77.0% 19.7% 3.3% 0.0% 96.7%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、授業に
熱心に取り組んでいる。

75.0% 23.0% 1.3% 0.7% 98.0%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

70.4% 28.3% 0.7% 0.7% 98.7%

7 発問や説明は適切である。 71.1% 26.3% 2.0% 0.7% 97.4%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

64.5% 27.6% 7.2% 0.7% 92.1%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

76.3% 23.0% 0.0% 0.7% 99.3%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

77.6% 19.7% 2.6% 0.0% 97.4%

令和３年度生徒授業評価
中３美術　南高等学校附属中学校

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

表現の基礎を理解させるように進めていった。
年間の授業計画に伴い、生徒個人の進度状況を確認しながら行った。

一人一人に表現の仕方に差はあるが、対象のとらえ方は上手に出来るようになった。
生徒個人個人の取り組みを細かく観察し、評価できた。
時間数が少ないので作品の完成度を上げるのが大変であったが、
生徒たちが自ら補習の時間を要望する位の主体性が育まれた。

個人の技能の差があり、それが意欲の差にもなっている。
年度当初に年間計画の説明をしているが、分散登校等で授業時間数が減り、
制作のペースを上げざるを得なかった。また、美術が苦手な生徒にも主体的に
取り組む姿勢を付けさせる工夫が必要である。

個別に丁寧にアドバイスをしていく。教材や指導方法の改善だけでなく、
自発的創作活動時間を多めにとるなど、生徒の自主性をより高めていきたい。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

自
分
自
身
に
つ
い
て

授
業
や
先
生
に
つ
い
て



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

37.5% 34.2% 21.7% 6.6% 71.7%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 64.5% 29.6% 5.9% 0.0% 94.1%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

54.6% 36.8% 8.6% 0.0% 91.4%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

84.9% 13.8% 1.3% 0.0% 98.7%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、授業に
熱心に取り組んでいる。

82.9% 17.1% 0.0% 0.0% 100.0%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

82.9% 16.4% 0.7% 0.0% 99.3%

7 発問や説明は適切である。 74.3% 23.0% 2.6% 0.0% 97.4%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

65.1% 28.9% 5.9% 0.0% 94.1%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

71.7% 24.3% 2.6% 1.3% 96.1%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

77.0% 18.4% 3.9% 0.7% 95.4%

①例年行っていた「サーキットトレーニング」を授業の始めに取り入れ、個々の課題や目
標にあった運動で体力の向上を目指す。
②運動が苦手な生徒、コミュニケーションに課題のある生徒がいることを常に意識して、
どの単元でもチームやペアで協力して活動する場を大切にしていく。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

①オリエンテーションで保健体育科の授業の学び方、挨拶、整列、準備運動といった基本
の授業規律を徹底し、集団での行動がスムーズにできるように指導した。
②今年度は外出自粛の影響により、運動の機会の減少や体力の低下が懸念された。そのた
め家庭で取り組める運動や個人で手軽に行えるトレーニングを多く取り入れた。

①けがの要因として、体力や筋力、運動の機会の少なさが原因の一つとして考えられる。
②クラスでの友人関係がそのまま授業に影響し、消極的になる生徒がいた。生徒の生活の
様子をできるだけ把握しておく必要がある。
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令和３年度生徒授業評価
中３保健体育　南高等学校附属中学校

①授業評価では、どの項目も90%以上と高い評価を受けた。授業開始前に道具を準備した
り整列指示を出す様子も見られ主体的に取り組もうとする生徒も増えてきたことがうかが
える。
②家庭で取り組みやすく、またお手本を映像などで確認できる手軽な運動を授業に取り入
れたことで、将来必要に応じて運動を選択したり生涯にわたってスポーツに親しむ力を養
うことに繋がったと考えられる。



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

19.7% 38.2% 24.3% 17.8% 57.9%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 36.8% 42.8% 15.8% 4.6% 79.6%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

28.9% 50.0% 16.4% 4.6% 78.9%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

34.9% 38.2% 19.1% 7.9% 73.0%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、授業に
熱心に取り組んでいる。

44.7% 39.5% 10.5% 5.3% 84.2%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

40.1% 37.5% 16.4% 5.9% 77.6%

7 発問や説明は適切である。 35.5% 36.8% 18.4% 9.2% 72.4%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

38.2% 36.8% 18.4% 6.6% 75.0%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

50.0% 36.2% 9.2% 4.6% 86.2%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

65.8% 27.0% 4.6% 2.6% 92.8%

　（ａ）取り組み

①日々の日常生活から世界的な視野を広げられる情報を与える。

　グローバルな視点をつけさせ考えさせる。

　（ｂ）成果

①世界的な食糧危機と温暖化の抑制を考えさせた。

②実習を通して食糧の生産の大切さを家族ぐるみで考え去ることができた。

②事前に次の授業の内容を説明してあるので事前学習を減らした

　（Ｃ）課題

①身近な職の生活を大切にし、科学の進化を学習できる力をさらにつけさせたい。

　（ｄ）改善策

①極力日常生活を起点と考えさせていきたい。

＜授業評価を受けて＞
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令和３年度生徒授業評価
中３技術　南高等学校附属中学校



項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

29.6% 46.7% 17.8% 5.9% 76.3%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 65.8% 27.6% 5.3% 1.3% 93.4%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

54.6% 38.2% 6.6% 0.7% 92.8%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

82.9% 14.5% 2.0% 0.7% 97.4%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、授業に
熱心に取り組んでいる。

79.6% 18.4% 2.0% 0.0% 98.0%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

77.6% 19.1% 3.3% 0.0% 96.7%

7 発問や説明は適切である。 78.3% 18.4% 3.3% 0.0% 96.7%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

78.3% 19.1% 2.6% 0.0% 97.4%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

77.6% 21.1% 1.3% 0.0% 98.7%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

86.2% 12.5% 1.3% 0.0% 98.7%

令和３年度生徒授業評価
中３家庭　南高等学校附属中学校

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果

〇 多くの中学生にとって、あまり親しみのない幼児の生活について学習するにあた
り、自分自身の振り返りや家族のことなど、身近なことからアプローチし、取り組み
やすくなるよう工夫した。
〇 保育園児との交流ができなかった時間は、授業展開に余裕をとることに活用した。

〇 保育園児との交流ができなかった分、授業の展開にゆとりを持たせたことで、生徒
ｌたちは一つ一つの課題に落ち着いて取り組み、幼児の発達や生活の様子に興味を持
たせることができた。
〇 おやつ作りを個人作業で実習させたり、宿題として家で作らせることで、友達に頼
らずに必ず自分で作るという体験をさせることができた。

〇 幼児との触れ合いだけでなく、日常生活における生活体験が不足がちの生徒にとっ
て、多くの実習を取り入れた授業展開は、欠かすことができないものであるが、現状
は厳しいものがある。

〇 ビデオ教材や感染症の影響を受けないところでの講演会等々、保育園児との交流に
代わる教材等の工夫をしたい。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策
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項目 番号 評価指標 そう思
う

ややそ
う思う

あまり
そう思
わない

そう思
わない

そう思う
ややそう思う

1
予習・復習など学習の準備をして意欲的に
学習に取り組んでいる。

39.2% 45.1% 12.4% 3.3% 84.3%

2 主体的、積極的に授業に参加している。 61.4% 35.3% 2.6% 0.7% 96.7%

3
授業で学習した内容は、だいたい理解で
き、または身に付いている。

60.1% 33.3% 5.2% 1.3% 93.5%

4
授業の年間計画は明確であり、授業もそれ
を基本にして進められている。

77.8% 18.3% 3.9% 0.0% 96.1%

5
生徒に学力を身に付けさせようと、授業に
熱心に取り組んでいる。

87.6% 11.8% 0.7% 0.0% 99.3%

6
学習のねらいに沿った適切な学習内容であ
り、内容の組み立ても適切である。

81.7% 16.3% 2.0% 0.0% 98.0%

7 発問や説明は適切である。 78.4% 19.0% 2.0% 0.7% 97.4%

8
板書、プリント、教材の使い方は適切で効
果的であり学習を促進する。

75.2% 20.9% 3.3% 0.7% 96.1%

9
公平であり、生徒を理解しようとしている
ため安心して質問などができる。

82.4% 14.4% 2.0% 1.3% 96.7%

10
授業中の活動や提出物への評価は公平で適
切であり、成績も納得できる評価である。

85.6% 11.8% 2.6% 0.0% 97.4%
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令和３年度生徒授業評価
中３英語　南高等学校附属中学校

① 各ラウンド導入の説明でそれぞれの「身につけたい力」「そのために取り組めること」をプリントとともに説
明し、その後生徒自身で「どのように学ぶか」を考え、書いてまとめる機会を設けた。また、各ラウンドの途中に
再度それらを確認することで、主体的に取り組む姿勢を自ら修正する機会を設けた。
② 英語によるコミュニケーションにおいては、「わからない」ことを当然としながら、その場で教員と英語で確
認したり、生徒同士で話し合う機会を多く設けた。生徒が英語で考え、英語のやり取りで授業が進むことになれる
ように授業を行った。

① 各ラウンドの途中に振り返りの時間を設けることで、今の自分に何が必要なのかを自らの学習を振り返る時間
を持つことができた。このことにより、項目１の評価が昨年度より1.8％上昇した。
② 生徒の「言いたかったこと」を易しい英語で言い換えたり、どのように言いたいのかを質問したりすること
で、生徒が自分の伝えたいことを英語で伝えられるように適切にアシストすることができた。このことにより、教
師や生徒同士のやりとりに自信を持ち、積極的に参加している生徒は昨年度と同様の値を示した。

① 生徒を理解し公平であろうと心掛け、易しい英語を用いて授業を行ってきたが、項目９は昨年度よりマイナス
２%であった。生徒との信頼関係を今一度築き、安心して質問ができる環境をつくる必要がある。
② 今年度から新しい教科書になったことで、例年とは異なり、新しい登場人物や２年生までの物語を４月に復習
する必要があった。予定していた時間より長くかかり、５月まで行った。また分散登校により、授業進度も遅れて
しまった。その後の授業計画の修正周知が不十分であった。
③ 授業中の活動や提出物への評価は年度当初にプリントを用いて説明したが、項目１０の評価は昨年度より３％
下がった。各学期の最初の授業に今一度説明をする必要がある。

① すべての生徒が安心して質問などができるように、個に応じた支援・指導を意識する。
② 学期ごとに年間計画を示し、部分と全体を確認しながら生徒に説明する。
③ 学期ごとに活動や提出物への評価を確認しながら生徒に説明する。

　（Ｃ）課題

　（ｄ）改善策

＜授業評価を受けて＞

　（ａ）取り組み

　（ｂ）成果
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